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はじめに

阪神 ・淡路大震災は現代都市を製った大規模な直下型地震による

災宮であり、軌迫交通機関への影響という視点では他に例を見ない

ものである。早朝であったこともあって乗客への被害は幸いに して

規校の割に大きくはなかったが、土木建築物・電気設備 .Iれ輌の被

害は甚大であった。震災後14ヶ月の間に、各方面でこの経験を活か

した防災対策の検討が進んでいるが、鉄道の分野においても被害と

復IEIを通じて得られた貨重なデータを施設・設備の設計・維持や災

害時の対応策 ・連用方法に反映することが求められよう。

日本鉄道電気技術協会においても、鉄逍電気設備の被害の状況を

分析し、設備・機器の耐震性の確保の方策を検討するために、電力

設備耐震性委員会（変電分科会 ・電車線分科会）を設附して調査・

研究を続けており、関係者各位のこ協力により、沼々と成果を挙げ

ている。この作業とは別個に、技術委員会と しても、鉄道の受けた

今回の震災が他に類を見ないものであるがゆえに、震災の概況、‘屯

気設備被害の状態と復1|」の状況の記録をまとめ、 資料の散逸を防ぎ、

後祖に残して今後の耐震・防災への枯礎資料とすべく、第 1分科会

（電力）が影裂限を受けた各鉄道事業者の絶大なこ協力の下に作業を

進めた。各鉄道会社と委員のこ尽力により資料の編集も順調に行わ

れ、今般本習の形で出版に至る ことができた。

本曹に記された電力設備および信号・通信設備の被岩と復旧のテ

ータは、経験に基づいた対応策への考察と課題や提供された多数の

牛々しい写真とともに、将来に向けての非常に貨重な資料となると

確信している。鉄迫技術者のみではな く、 広く交通や都市の計画 ・

行政に当る関係者まで含めて、本円が有効に活川されることを期待

している。合せて、本書の編集に当った第 1分科会の委員各位のこ

尽力と貰重な資料の提供をT員いた鉄道各社のご協力に、心からの謝

意を表します。

平成8年3月

技術委員会委員長

正田英介

束京大学大学院工学系研究科
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一

第 1章 概 要

［ 1．1 記録集製作の目的と経過 】

阪神・淡路大震災は、 5千人を越す死者、多数の建物とライフラインの破壊など、今までに経験した

ことのない大惨事を引き起こし、鉄道設備にあっても甚大な被害をもたらした。当協会では、今回の地

裳で受けた鉄道電気設備の被害とその復旧を通じて得られた責重な経験と教訓を過去の記憶にとど

めるだけでなく、記録にまとめ、今後の災害対策・災害復旧方法を検討するうえでの参考資料とす

ることを目的に、技術委員会内に分科会（名称；第1分科会）を設置し、本記録集の製作を開始した。

ます、被害を受けた各社の協力のもとに、被災状況とその復旧等にかかわる調査の実施と被害およ

び復旧状況の写真の収集を行い、次にそれらの多くの貴重な資料を編集し、「阪神・淡路大震災鉄道

電気設備の被害と復旧の記録～阪神・淡路大震災を乗り越えて～」にまとめた。

［ 1．2 地震動の規模と特徴 J 
兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）は、平成 録し、この地域に鉄道設備の被害が集中した。

7年1月17日5時46分頃発生し、神戸市をはじ

めとした阪神閻諸都市および淡路島北部に多大

な被害をもたらした。

今回の地震の震源地は神戸須磨沖で、震源の

深さは比較的浅い14km、地震規模（マグニチ

ュード）は 7.2という都市直下型地震であった。

加速度の最大値は葦合（大阪ガス）で833galが

観測された。また、多くの地点で振動数が2~

2.5Hzで加速度応答が大きくなっており、応

答値が2Gにもおよんでいる。この振動数帯と

同じ固有振動数をもつ高架橋が想像を絶する

被害を受けた理由のひとつに考えられている。

図ー1に示す地区において震度7の激震を記

気象庁の現地調査による震度7の地域

JRにおける駅での地震加速度

1 地震概要 l 
(1)発生日時：平成7年1月17日5時46分52秒頃

(2)震源地：神戸須磨沖且出塁塁塁訃

(3)震源の深さ： 14km

(4)マグニチュード：7.2 

(5)最大襄度：7（激誤）

(6)加速度最大値：833gal 

(7)水平動最大値： 176kine(cm/s) 

(8)水平動最大変位：51cm

(9)上下動最大速度：35kine(cm/s)

(10)上下動最大変位：12.5cm

(ll)卓越振動数：2~2.5Hz

図ー1 鉄道路線と震度7の地域



第2章 阪神・淡路大震災の被害と復旧

一気設備の被害と復旧概況 --1 
今回の大震災では、高速道路、鉄道各線など

ほとんどの交通機関が随所で被害を受け、阪神

間の大動脈である交通機関が分断され、交通機

能が完全に麻痺する事態となった。鉄道におい

ては、 JR新幹線および在来各線、阪急電鉄、阪

神電気鉄道、神戸高速鉄道、神戸電鉄、山陽電

気鉄道、神戸新交通、北大阪急行電鉄、北神急

行電鉄、大阪市交通局、神戸市交通局の各線で

大きな被害を受け、被害総額は約2,364億円

にもおよんだ。

各事業者別の被害金額は表ー1のとおりである。

今回の地震による鉄道設備における被害は、

高架橋等の土木構造物の被害が中心であり、電

気設備の被害の多くは、この土木構造物の損壊

等による被害の影響を受けて生じたものであっ

た。地震により単独で受けた被害は、比較的少

ないが、重要視されるべきものであり、現在その

被害状況の分析、原因の究明および対策の検討

が行われている。

各路線の電力設備と信号・通信設備の被害概

況は、2・2および2・3の被害状況路線図のと

おりである。また、細部にわたる被害と復旧状況

については、第3章の一覧表に会社別、原因別

にまとめた。

被害の復旧については、被害の程度が小さく、

補修が可能なものは現地で補修したが、ほとん

どの損傷した設備は撤去、取り替えが行われた。

例えば、コンクリート柱で表面のコンクリートが

剥離した被害は、その部分にエボキシ樹脂を充

填し、炭素繊維シートを巻いて復旧させた。

また、取り替えを行う際には、電化柱の鋼管

柱化、ハイパー架線の採用、ケーブルの二重化

等の高機能化、簡素・統合化、メンテナンス作業

の効率化および保安度の向上が図られた。

地震後、約477km（表ー1参照）にも及んだ

不通区間も、各被災鉄道事業者および関係者の

昼夜にわたる懸命な努力により、4月1日に東海

道線、 4月8日に山陽新幹線の運転再開、 6月

には阪急神戸線、阪神本線の運転再開と逐次部

分開通を果たしながら、 8月下旬には、一部の路

線を除き、各路線とも当初の想定された時期よ

りも大幅に繰り上げて全通することができた。全

線開通までは、仮設の連動装置や仮設の折り返

し設備を設けては切り替え、部分開通させてい

くということを何度も繰り返す関係者の総力を

挙げた復旧作業が続いた。

各路線の開通状況は、2.4の開通状況路線図

のとおりである。

表ー 1 鉄道設備の被害（被害金額と不通キロ）

事業社名
被害金 営業キロ 不通キロ

事業社名
（億円） (km) (km) 

西日本旅客鉄道（株）
645.0 91.7 山陽電気鉄道（株）

新幹線
1,020 

J 在来線 4,473.5 122.6 民 神戸新交通（株）
---... ---...'---'----------------

R 
計 1,020 5,118 5 214.3 

鉄
北大阪急行電鉄（株

東海旅客鉄道（株）
50 559.8 42.0 北神急行電鉄（株）

新幹線

小 計 1,070 5,678.3 256.3 小 計

阪急電鉄（株） 440 140.9 37.7 大阪市交通局

民
公

阪神電気鉄道（株） 470 40.1 3.1 神戸市交通局

鉄 神戸高速鉄道（株） 140 7.6 7.6 
営

小 計

神戸電鉄（株） 87 66.4 66.4 合 計

注 （1)被害金額は、平成8年1月時点での事業者推定値 （今後、変更があり得る）

JR西日本、JR東海は十億、その他は億円で四捨五入した数字

被害金
（億円）

54 

34 

3 

4 

1,232 

20 

42 

62 

2,364 

(2)不通キロは、平成8年1月18日（登日）初電までに運転再開のできなかった路線キロ

営業キロ不通キロ
(km) (km) 

63 2 63.2 

10.9 10.9 

5.9 5.9 

7.5 

゜342 5 194 8 

112.4 2.9 

22.7 22.7 

135.1 25.6 

6,1559 476.7 

一 阪神・淡路大震災の被害と復旧



: 2.2 電力設備被害状況路線図 ―-】

，
 

Wヽ
ー`

I 凡例 1
被害状況

x………支持物傾斜・損傷

*……• •電車線・き電線断線 ・ 垂下

◆ …•…••サードレール脱落

▲ ………変電所・電気室損壊

△ ………変電設備 （変圧器・整流器他）損傷

◎ ……・・・電力設備（変圧器 ・高圧配電線他）損偽
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し 2. 3 信号・通信設備被害状況路線図 --•1 
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被害状況

x………信号機・傾斜 ・損傷

* ………器具箱倒壊 ・傾斜・損傷

◆ ………信号設備（沿線）損傷

（インピーダンスポンド ・転てつ機・変圧器他）

▲ •……•信号設備（機器室） 損傷 ・ 転倒

△ …•… ・・踏切設備損傷

◎ ………信通ケープル (LCX含む）損傷

＊ ………通信機器室・無線基地局損傷

南港ボート
タウン線

．．
 

• 
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＇ ．．
 
＇ ．
 



r 2.4 開通状況路線図 ］ 
|凡例----口

開通状況色別
....・・・・・・・・・・・・・・・・・1月開通

ー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2月開一1/19広野～宝塚 ---- .．． ． ．． ． ．．．．． ． ． ．．．．．．•3 月開

1/19 雲 一 ・・・・・・・・・............4月開

宝塚～ 雀 1/18 I _ ..................... 5月開
宝 雲雀丘花屋敷 丘雲雀丘花屋敷～池田

路::; t :[；8：[〗̀ ］/］ここ阪2／神し
塚 荏 I

ー ・・・・.................5月開

l ↓ :-:-中央～ ¢ 

四•温泉D :、
● 砕電鉄粟生線 ミ→一; ..．．．．．. ・…・・ .• ． ’'．， 9 : l . 

’ 谷上•

用 ・・ ー・¥ • 伊丹市
神●鈴蘭台 山

西神中央•,．．．J
の 箕層底 ・ 1/30' 1/21 

川山：こ 山陽明石r［戸磨可：古 ；」1／j昔2}［］;';［：̀口;:
明石市 ll:~～錮：贔：パlふ茫 ♦-?:2:～：屋住吉～鱗 占望贔►～弓霞ヶ丘ピ〉迂．旦ここi-：—=I-▼一

ゞ ▲ 畠［～青木 ；翌甲子園 1!:Ell}：前～梅田 i贔線 ←二；トタウ遣 : 怠

5/12六甲ライナー
アイランド北口～
マリンバーク

1/26 
武庫Jll~
武庫JII団地前

'●住之江公園



第3章 鉄道電気設備の被害と復旧状況表

厨

ID
電
力
設
備

3.1.1被害状況総括表
3.1.2被害状況と復旧状況

●西日本旅客鉄道（株） 12 

●東海旅客鉄道（椋） ~ 14 

●阪急電鉄（株） ＼ 16 

●阪神電気鉄道（株） 17 

●神戸涵速鉄道（株） 18 

●神戸電鉄（株） 18 

●山陽電気鉄道（株） 19 

●神戸祈交通（株） 19 

●北大阪急行電鉄（株） 20 

●北神急行電鉄（株） r、 20 

●大阪市交通局 ．．『 21 

●神戸市交通局 ，＇ 21 



一被害設備 被害状況 事業者名
数址

（誌箇所）（箇所）

電 コン クリ 落下 JR西日本（新） 2] 21 

車
ート柱 柑傷、傾斜 JR西日本（在） 88 94 

-----------------------------

線
JR西日本（新） 6 

倒壊 JR束海（新） 1 3 

設 .•. ----------------• -----------
神戸俎鉄 2 

備 損但 JR西日本（新） 3 119 
---------------------...-------
JR西日本（在） 15 
----・-------・・・-----・ • -• -・・ ~.. 
JR東海（新） 38 
コ—---------------------------
神戸電鉄 2 
...．．..．-..．．..．. -• -• --• -* • --
山協俎気鉄道 56 
---------雫 — ,．,-----．.．-,．--・ • --
神戸市交通局 5 

傾斜 JR西日本（在） 79 296 
-------------------------・---
JR東海（新） 6 
--------------------- --------

阪急雀鉄 19 
----------------•• -----------
阪神地気鉄道 7 
・呻鴫鴫"....-----..呻ー"......--.... .......-•-* -
神戸電鉄 ) 3 ] 
,．．----------------------------
Ill協龍気鉄道 54 

鉄柱 落下 JR西日本（新） 5 5 

鎖管柱 倒壊 阪急遁鉄 7 80 
H型柱 ••• --• ------――-----------------

阪神旭気鉄道 72 
..................... --------
山拗電気鉄迫 1 

傾斜 JR西日本（新） 3 163 
----鴫...----幽・--..-----..... -、~“•-..-....

JR西日本（在） 120 
---＂ -------------,．---•←_ ,•一----

阪急露鉄 15 
--------------------- --------
阪神電気鉄道 7 
--・-・・・-・------・-------------
神戸高速鉄道 7 
-----------------------------

山1場電気鉄道 11 

損但 JR西日本（在） 53 53 

ピーム 損勧 JR西日本（新） 1 124 

やぐら
-----------------------.．噸•一噸•一
JR西日本（在） )20 
--------------------- ’~ -------

JR東海（新） 2 
.•. --------------------'●一~●胃——

阪神咆気鉄迎 1 

電車線 断線 JR西日本（新） 5 33 

き電線
---------------------.----’"~ ---

JR東海（新） 10 
・..．．-0 - - ---• - • - - --- - --・・・・・-
阪急電鉄 2 
---------------·—--・----------

阪神亀気鉄道 16 

断線、損倍 神戸新交通 多数 多数

垂下 JR西日本（在） 6 21 
-----------------------------
JR東海（新） 4 
-----------------------------
阪神電気鉄道 ， 
-----------------• -----------
神戸高速鉄道 2 

引留装留 損楊 JR西日本（新） 10 171 
--..“~“~“~幽亭-“~疇~ー--·~疇····· “-----..＿ 
JR西日本（在） 60 
•. ~—· • o o -、..-•• -O ~o o . .．． 

'・・ • - •• - 0..  

JR東海（新） 14 
•• ~ 0 ● -皿---------------- ’“.. --• ~ ● 
阪神軍気鉄道 77 
- - - - - O ● ● ● ----·~ •-----• ..-• -----
山陽逍気鉄道 10 

被害設備 被害状況 事業者名
‘,、

ト

't
斤

g
rlJ1μ
 

合
数
箇‘‘、、̀＇‘,

址

所

数

箇,
1
,
 

金具類 紺低 JR西日本（在）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
JR東海（新）
1....... 

阪神軍気鉄道

4
-

．
数

；多

9
-
3
 

l
-

多数

がいし 損協 JR東海（新） 55 I・五戸・｀ー、＿1——- --l---- 56 

プラケット

腕金

損傷 JR西日本（在）
---・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

JR東海（新）

l
-
l
 

2
 

サード

レール

脱落 北大阪急行
| 

1 玉阪面支涵――--|— ---Zi―-- 22 

剛体架線 捐協 烹竺．翌叫――—+．竺
北神急行 l 

多数

湾11li 大阪市交通局 3
 

3
 変I変軍所

電

設

備り、-久圧器

全壊 阪神軍気鉄道 1 莉五玩．；這―-1—----l...。 2
 

半壊 阪神電気鉄追
• --0 - - - - - - - - - - - • --．．．。
神戸新交通

2
 

損f•g 阪急紺鉄
l-------.．．..．．．．．．．．．．．．.. 2 --l: ： ：:泣.．i: 
JR西日本（新）
1.......---.........．．． 

JR西日本（在）
...................... 

阪急地鉄...................... 
神戸高速鉄迫

4
 

湘漏れ 2
:
l
:
l

i

 

5
 

-

電
力
設
備

整流器 損倍 阪急電鉄
.........● ● ----------

阪神電気鉄道

2
 

洲1漏れ JR西日本（在） 2
 

2
 

訊コンデンサ ltiH傷 JR西日本（新）

遮断器 損傷 2
:
2
-
2
:
3
 

-
＿
-

ご
追

一道
~

五
竺
鉄
寄
皿

鉄
こ
気

み
杢

交

軍

ぷ
竺

観

五
新

怠
一

神

盃
陶

i
-P

阪
i

阪
ば
山
一
神

，
 

避雷器 損傷 神戸市交通局

プッシングI損協 JR束海（新）

藍悩
倒壊損傷

神戸市交通局

電Ill呵鉄塔 I
ヵ 高圧変圧器 脱落損傷

設

備 1高圧配⑯線I断線

阪神鼈気鉄道

JR西日本（在）

JR西日本（在）
• - - - - - - - - - • - - ・ •會0- - - - -

阪神電気鉄道
----------------------
神戸堆鉄

2
 
4
-
2
:
6
 

2
 
12 

阪神電気鉄道 27 • ---------------------t --------
神戸新交通 多数

多数

垂下 阪神龍気鉄道............ 
山賜電気鉄道

1 
---・ 
20 

21 

筵気室 倒壊 阪急電鉄 2
 

2
 

傾斜 神戸新交通 3
 

3
 



［ 3．1.2披害状況と復旧状況 — -J 
●西日本旅客鉄道株式会社

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場備的所被・耐害震状況対考策・設等 ）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

支 コ ン クリー 落下 高架橋崩壊 ・ 21 山賜新幹線 • 高架橋等復旧に合わせ ・耐捉性を考慮して鋼管

卜柱 側壊 て、撤去及び建替 柱に建替

持 ・コンクリート柱に被害

なし

物 損傷 88 東海道線 （本）鋼管柱建替 ・柱は地際部分で折損

傾斜 ・耐震性向上のため鋸管

柱に建替

その他 6 山協新幹線 ・座板柱基礎部補修及ぴ ・耐擬性を考應して銅管

建替 柱に建替

・地震によ り寵柱が振ら

れ基礎ポルト取付部が損

i絹

損傷 単独被害 3 （本）カーポン系繊維を巻 ・振動によ りコンクリー

いて補修 卜柱と座板のつけ根が損

傷

15 福知山線 （仮）仮支柱取付、ビーム ・基礎は投込み

仮受 ・建植構造物 ：高架

・基礎部ひび割れ

・コンクリート柱下部損

一電力設備

似

傾斜 地盤沈下 ・移 29 福知山線 （仮）ピーム仮設 ・基礎は1型、 T型

動 （仮）偏位調整 ・建植構造物：盛土

（本）傾斜直し、基礎補修

12 束海道線 （仮）補強等 ・基礎部の移動及ぴ変状

（本）銅管柱建替 ・耐箆性向上のため鋼管

柱に建替

36 山協線 （仮）二又仮受、台棒上下

固定

（本）鋼管柱建替

単独被害 2 大阪棗状線 ・基礎補修 ・基礎は投込み

・建植構造物 ：高架

鉄 柱 落下 高架橋崩壊 ・ 5 山賜新幹線 • 高架等の復旧に合わせ

鋼管柱 倒壊 て、撤去及び建替

H型柱
傾斜 その他 2 ・基礎部を修復し電柱建 ・地災により電柱が振ら

替 れ基礎ボル ト取付部損傷

1 ・構造物復旧に合わせて ・橋桁移動により湾曲

鉄柱取替

地盤沈下 ・移 84 束海道線 （仮）鋼管二又仮受 ・基礎部の移動及ぴ変状

動 （本）鋼管柱建替 ・耐捉性向上のため鋼管

柱に建替

36 山陽線

損傷 建物崩壊 17 東海道線

その他

36 山協線



一
ノ

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場傭的所被・耐害状震況対考策・設等 ）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

支 ビーム 損傷 その他 1 山協新幹線 ・構造物復旧に合わせて ・橋桁移動により鉄柱が

持 やぐら 鉄柱と共に固定ピーム取 愕曲し、固定ピームも湾

物 替 lll I 

単独被害 ， 福知山線 （仮）ピーム仮受け • Vトラスピーム

（本）取替

地盤沈下 ・移 82 東海道線 （仮）鉗管二又仮受 ・甚礎部の移動及ぴ変状

動 （本）取替 ・耐裟性向上のため一部

29 山陽線 銅管ピームを採用

ブラケッ ト 損傷 単独被害 ] 関空空港線 • 取付金具取替 • 取付金具曲り
腕金

電 き電線 噺線 高架橋崩壊 ・ 4 山陥新幹線 • 割り入れ接続

倒壊

線 その他 1 • 高架橋振動により断線

垂下 単独被害 2 福知山線 ・き爾線割入れ ・保護板落下による

(325mm2、長さ30m) • こ線橋下

電車線 高架橋崩壊 2 東海迫線 （仮）手直し ・地震振動によるハンガ

その他 2 山賜線 （本）張替 はずれ

そ 引留装置 損傷 その他 10 山陽新幹線 ・全体又は部分取替 ・振止ロ ットの曲がり

(WTB他） ・科架橋の振動による

の 単独被害 29 東海道線 （仮）補修等 ・振止口、J 卜の損傷 ・変

31 山曲線 （本）取替 形

他
曲引金具 2 福知山線 ・がいし取替 ・がい し破損(1ll1線引金

振止金具 3 大阪棗状線 具）

コネクタ

ハンガ 6 阪和線（羽衣線） • ハンガ取替 ・トロリ側はずれ

122 束海道線 （仮）補修等 • 金具尻手部の切断
（本）取替 ・トロリ線取付部の切損

6] 山協線
・振止スパンロ ットの切損

変 変圧器 油漏れ 地盤沈下・移 2 山腸新幹線 ・継手部、放圧11-!.1、放熱 ・地盤沈下箇所は地盤の

電 動 新六甲変軍所 ・新 器を取替 補強を実施

所 伊川き割区分所 （単巻変圧器4台は取替）

設 単独被害 l 束海道線 ・漏袖防止剤にて応急復 ・抗基礎化の採用

備 灘変電所 旧後、更新 ・継手部から漏¥111

整流器 2 福知山線 ・油漏れ部分の補修 ・継手部から漏袖

道場変電所 • 生瀬 （漏油防止剤使用）

変絋所

並列コ ンデ 損傷 その他 l 山陽新幹線 • 本体取替 ・支持がいし破損に伴う

ンサ 新六甲変窟所 本体損楊

・支持がいしによる絶縁

架台方式を地上設骰形に

取替

電 照明鉄塔 倒壌 単独被害 2 山陽線 ・代替照明を附近の支持 ・地上高31.5mの鉄塔が

ヵ 損傷 物（籠柱又はピーム）に新 地上から10m程度の箇所

設 設し、鉄塔は撤去した で屈曲

備 高圧変圧器 脱落 2 束海道線 • 変圧器の取替 • 変圧器の取付バンド下

損傷 部の押え金具が振動で移

動したため変圧器が傾斜

2 山賜線 した

-

電
力
設
備



●東海旅客鉄道株式会社

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場備的所被・害耐状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急 ・仮復旧含む）

支 コンクリー 倒壌 単独被害 1 東海道新幹線 （仮）落下防止のためコン ・座板付コンク リー ト柱

卜柱 新大阪梢内(j!/j多 クリ ー ト柱撤去 の地際部分でコンクリー

持 方） （本）400mmX 400mm鉄柱 卜象1J離、鉄筋のみ露出

に取替 ・設骰場所は高架

物 ・耐袋設計指針適用

傾斜 4 （仮）丸太2本、及ぴ支線 ・座板付コンクリ ー ト柱

にて固定(2次的災害防 の地際部分でコンクリー

止） トが象lj離 し、傾斜

（本）400mmX 400mm鉄

柱に建替、 518.5km付

近（新塚本）に鉄柱を仮

骰、クレーン単で高架上

の トロ車に梢み込み、コ

一部高架橋桁 2 
ンクリ ー ト柱撤去後は台

・設骰場所は嵩架

移動
棒にて架線を支持、軌陸

・耐裟設計適用
車（クレーン）にて鉄柱を

損傷 単独被害 36 建替 ・座板付Cp柱の地際部

分でコンクリ ートf阻裂、

損傷

一部高架橋桁 2 （仮）倒壊の恐れないため ・設骰場所は高架

移動 仮復旧なし ・耐裟設計適用

一電力設備

（本）400mmX 400mm鉄

柱に建替

ピーム その他 2 束海迫新幹線 （本）シメラーでカゴピー • 新高槻変電所 323ガ

やぐら 高架脚コンク 京都～新大阪間 ムを吊り 上げ屯柱バンド ル

リート象lj離 締め付け復旧 ・耐震設計指針適用

ブラケット 単独被害 1 束海道新幹線 （仮）長幹がい し取替 ・き電線浙線（支持点）

腕 金 新大阪構内（博多 （本）400mmX 400mmの鉄

方） 柱と合わせ復旧 ・耐裟設計指針適用

電 電車線 断線 その他 8 （仮）断線箇所支障しない • 高架、電柱のゆれで特

き電線 様に巻き取り撤去 にき窮線支持点で断線

線 （本）鉄柱建替 （引きちぎられている）

コンクリー ト柱を撤去 ・設協場所 ：高架

し鉄柱(400mmX400mm) 516.0-518.2km fll'J 

を新設後、き鎚線を新設 2/22 AF 2300m新設下り

高架橋桁移動 2 PW 2300m新設下り

2/24 AF 2300m新設上り

PW 2300m新設上り

※トロリ線についてはク

セがついた為新線に張替

垂下 その他 2 （仮）垂下箇所支防 しない • 高架、罰柱の揺れと合

様に巻き取り撤去 いま って、架線に巻き付

（本）鉄柱建替 き垂下が発生

コンクリート柱を撤去 2/22 AF 2300m新設下り

し鉄柱(400mmX400mm) PW 2300m新設下り

を新設後、き電線を新設 2/24 AF 2300m新設上り

高架桁移動 2 PW 2300m新設上り

※トロリ線についてはク

セがついた為新線に張替



ー ノ

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場備所的被・害耐震状対；？策．設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

そ 曲引金具 損傷 単独被店 3 東海道新幹線 （本）トロリ線張り替え時 ・トロリ線の移動、振動
振止金具 新人阪構l)‘)（栂多 曲，；l金具J収枠 が大きかった箇所で1111線

の コネクタ 方） 引金具の1111が りが発生

・ 牧i~t場所 ： ，沿架

他 ・耐i;を設，汁指針適lil

懸垂がいし 55 東海近新幹線 （本）懸1Tりがい し(250mm ・設irt楊所 ：高架

炉、•tIi～新大阪 1iil ¢)J収枠

引留装置 7 （本）屯畢整fI! ・屯車のi：みもあり、地

(WTB他） ロッド手1れし折fiiは取枠 姦振動でロ ットの1111がり

2 東海近新幹線 (ffi.)WT fl,T(誰治下防11・. が岱I:

新大阪構IJ、J(W多 緊締処irt ・屯IT瑶汀 5箇所

)j) （本）鉄柱建枠、 トロリ線 ・頂雨ロ ットiii1絡 9箇

りkffll-.,fi及II」 所

（トロリ線張枠は架線延
.,J l fli •i居-卜 1松il所(ir,．．板

,',?j架fii移動 5 線I|i．による） あり ）

・設iri：場所 ：硲架

・断線l;JjI|．．対策2,T¥：防設

変 変電所 半壊 Jji．独被‘,lf J 束ii/j道新幹線 （仮）新琵琶島変心所の f ・対i,',9:j槻変屯9折 323カ“

電 損 傷 g瀦l¥～新大阪r::1 備収 l'iプ・1 シング述搬 ）レ

所 新邸槻変屯所 収枠 ・き屯/ll(IIT)プ・y シン

吾ロ几又 （本）ill暉 れき 'fじ）りプ・yシ グは建）-¥f21府から屯,1i:線

備 ングをメーカーでオー ヘジャンパーしてき屯

Iゞーホール後取付 ・パノキン部より が；1 ―•の

.iIIIi届

・耐姦設，汁指針適用

一

電
力
設
備



●阪急電鉄株式会社

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場備所的被・耐害状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

支 コンクリ ー 傾斜 地盤沈下・移 7 神戸本線 （仮）仮支線新設 ・盛土、 AJ引止柱

卜柱 動 （本）門剌柱、 トラス新設

持 基礎(1,400¢,)投込型

4 今津線 （仮）仮支線新設 • 盛土他

物 仮受（二又）鋼管柱新設 ・腕金変形(LPがいし

（本）門型柱、 トラス新設 傾斜）

基礎(1,4001>)投込型

6 甲陽線 （仮）仮支線新設 • 盛土、 水路壁側

（本）1’1型柱、 トラス新設 ・クロスピーム湾IIlI

コンクリー トッパ基礎

2 宝塚本線 （仮）仮支線新設 • A J引」日．柱（単独柱）

仮受（二又）鋼管柱新設 • 盛土

（本）l叶型柱、 トラス新設

基礎(1,400¢)投込型

鉄柱 倒壌 高架橋崩壊 ・ 5 神戸本線 （本）特高、高圧ケープル化 • 高架桁落下

鋼管柱 倒壊 門型柱、 トラス新設

H型柱 基礎アンカー式

2 伊丹線 （仮）終端駅にて手前に仮駅 • 高架橋駅舎崩壊

（本）高架橋駅未施工

ー電力設備

傾斜 建物崩壊 1 神戸本線 （本）門型柱、 トラス新設 ・鉄柱折損

基焚投込み

擁壁 ・盛土崩 11 （本）r’‘1型柱、 トラス新設 ・門型柱根I開き

壊 u型擁壁上基礎 ・門型柱一部折損

ァンカー式

地盤沈下 ・移 3 （本）門型柱、 トラス新設 ・盛土又は側溝際

動 基礎投込

電 電車線 断線 線路横断こ線 2 今津線 （仮）仮止め処骰 ・道路桁復旧に伴い一部

線 き電線 橋落下 （本）断線部分継足し ケープル化

電 電気室 倒壌 駅崩壊 1 神戸本線 （仮）高圧受龍設備新設 ・駅ピル損壊立入禁止

ヵ （本）復旧ビル屋上に高圧

設 受鐙設備新設

備 1 伊丹線 （仮）仮駅に高圧受電設備 •崩壊 した商架駅ともに

新設 撤去

変 変圧器 損傷 単独被害 1 神戸線 • 変圧器取替により復旧 ・整流器用変圧器二次側

電 西宮変俎所 プッシング破損、コアー

所 部変形

設 1 神戸線 •整流器用変圧器が基礎

備 芦屋変鼈所 より移動

・基礎破損本体損傷

油漏れ 1 今津線 ・コーキング修理により ・ニ次側プッシングより

宝塚変籠所 復旧 湘漏れ

整流器 損傷 1 神戸本線 • 整流器取替により復旧 ・据付面より移動 ・変形

芦屋変軍所

遮断器 2 神戸線 • 交流遮断器取替 ・交流遮断器の基礎破

芦届変電所 ・直流遮断器取替 損、プッシング破損

・直流遮断器の本体変形



被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位● 主な復旧状況

（闘鑽岱董翡§考品）（饂所） 路線 名 （応急 ・仮復旧含む）

支 コンクリー 傾斜 地盤沈下 ・移 7 武崩川線 （仮）ピームを煤上げ ・コンクリート柱(400

卜柱 動 （本）取替 ¢)が約50~70cm沈下

持 ・建植構造物：地上

・基碇は投込砂詰型

物 鉄 柱 倒壊 高架橋崩壊 ・ 68 本線 （本）座板付鋼管柱(355f) • 高架橋梁及ぴ高架橋柱

倒壊 ピーム新設 損壊のため

・建植構造物：高架

•基礎はアンカーポルト式

一層又は二層の組立鉄柱

単独被害 4 （本）鉄板で補強 • il!J線 部(R400)の片持

式鉄柱が電車線ピーム取

付部分で引きちぎれ転倒

・基礎はコンクリート打ち

傾斜 擁壁 ・盛土崩 7 （仮）鎖管柱(355.6¢)を •組立鉄柱の柱が変形

壊 i添柱 ・基礎はコンクリート打ち

（本）組立鉄柱を取替予定 ・建植構造物：盛土

• 1層又は2層門型

ビーム 損傷 建物崩壊 1 武庫川線 （仮）ビームに涼え金取付 ・ピームに近接工場の煙

やぐら （本）ピームを取替 突が倒壊

• ピーム変形

・建植構造物 ：地上

・基礎は投込砂詰め型

電 電車線 断 線 高槃橋崩懐・側壊 16 本線 （本）張替 ・支持物又は近接建物

き電線 捐壁 ・盛土崩壊 （変電所）倒壊により断線

線 建物崩壊他 ・擁壁 ・盛土区ll11で激し

垂下 地盤沈下 ・移動 8 （本）張替又は調整
い裳動のため引留箇所で

建物崩壊
破断したものもある

単独被害

その他（筵車説線）

建物倒壊 1 武庫川線 （本）調整 ・近接工場の煙突が鼈車

線のピーム上に倒壊

そ 曲引金具 損傷 高架橋 多数 本線 （本）取替 ・曲 り、ねじれ、脱落

の 振止金具 崩壊 ・倒壊

他 コネクタ 他単独被害

引留装置 高架橋 15(WTB) • 高架橋梁及ぴ高架橋柱

(WT B他） 崩壊・倒壊 16(STB) 損壊のため

単独被害 44(WTB) 本線 （本）ロット取替 ・振動が大きかったため

I(，，， ) 西大阪線
重垂ロットが変形

I(，，， ) 武庫川線

変 変電所 全壌 単独被害 1 本線 （仮）隣接変電所に代替の付 ・大正7年建設、レンガ

電 西宮変電所 帯変圧器2,000kVAを設置 造り

所 （本）代替変電所建設

設 半壌 1 本線 （仮）建物を補強 • 昭和6年建設、鉄筋コ
備 損傷 芦屋変電所 （本）代替変電所建設 ンクリート造り

整流器 損傷 1 本線 （本）直流側プッシング取 ・整流器が移動 し、直流

替 側プッシング破損

・整流器を車輪に乗せた

まま埋込ポルトで固定し

ていた

一

電
力
設
備



被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特徴傭的被害状況対考策・設 ） （箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）
置場所・耐震 等

§ 遮断器 損傷 単独被害 2 本線 （本）部品取替 ・震動により、消弧室、

アークシュート板が歪

所 み、破損

設 送電ケーブ 断線 その他（管路 1 （本）管路修正 • 河川に近い所で地盤が
備 ）レ 損傷 の不等沈下） ケープル張替 液状化し、管路が不等沈下

月
高圧配電線 浙線 高架橋崩壊 ・ 24 （本）張替 ・隧道内でコンクリート

倒壊 片が落下し損傷したもの

畠
建物崩壊 を含む

建物崩壊 3 武庫川線 ・近接工場の煙突倒壊

垂下 擁壁・盛土崩壊 1 本線 （本）調整 ・支持物傾斜により張力

変動

高圧変圧器 脱落 単独被害 2 （仮）他の変圧器に負荷振 • 500kVAモールド変圧

損傷 替 器が転倒し短絡焼損

（本）取替 • 75kVA油人変圧器が

転倒し、袖漏れ

●神戸高速鉄道株式会社

被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場備所的被・害耐状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

ー 電力設備

物責
鉄 柱 傾斜 高架橋崩壊 7 東西線 ・鉄柱を撤去 • 高架橋桁の落下 ・ 移動

花隈駅～阪急三宮 • 土木復旧工事完成後 により鉄柱基礎部から傾

駅 （高架桁完成後）、新設 斜

電 電車線 垂下 高架橋崩壊 1 東西線 • 土木復旧工事（高架桁
き電線 花隈駅～阪急三宮 撤去）に伴い、撤去、復

線 駅 旧

駅崩壊 l 東西線大開駅 • 土木復旧工事（中間柱 ・大開駅崩壊、 上スラプ

補強等）に伴い、撤去、 沈下駅区間のき咆線、砲

復旧 車線が垂下した

変設電所値
変圧器 油漏れ 単独被害 3台 東西線 ・コーキング材とパッキ • 1 ・ 2次プッシング放熱

相生橋変砲所 ン取替および修理 器弁から油漏れ

●神戸電鉄株式会社

被害設傭 襖害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場備所的被・耐害震状況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

責物
コンクリー 倒壌 擁壁 ・盛土崩 2 有馬線 （仮）ピーム仮受 ・仮鋼管 ・基礎は投込型

卜柱 壊 柱建植

（本）投込基礎コンクリ ー

卜柱(350~ )ピー ム新設

傾斜 地盤沈下 ・移 131 有馬線 • 立ち直し ・ 基礎補修 ・基礎部ひび割れ

動 三田線 ・基礎は投込邸

粟生線

損傷 2 有馬線 ・支持物建替 ・基礎は投込型

所`  
変圧器 損傷 地盤沈下 ・移 1 有馬線 ・ラジェタ一部分にス ・変圧整流装置のラジェ

動 丸山変譴所 ペーサ挿入、伸縮継手取 タ一部沈下（基礎含む10-

替 15cm) 

畠
• 本体との接統バイプ（伸
縮継手2本）が約6cm伸びた

翻
高圧変圧器 脱落 単独被害 6 有馬線 • 変圧器取替

損傷



ノ

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場傭所的被・害耐状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

支 コ ンクリー 傾斜 擁壁 ・盛土崩 54 本線 （仮）二又にて仮受 ・基礎はアンカーポルト

卜柱 壊 （本）座板付きコンクリー 式

持 卜柱(350tf,)、 ピーム新 ・建植構造物 ：盛土

設、柱傾斜起こし

物

損傷 単独被害 56 （本）基礎補修 • 基礎は投込み砂詰め塑

・基礎部のひび割れ

・建植構造物 ：高架

鉄 柱 倒壌 擁壁 ・盛土崩 I （本）座板付きコンクリー ・基礎はアンカーポルト

鋼管柱 壊 卜柱(350¢,)、 ピーム新 式
H型柱 設 ・建植構造物 ：盛土

傾斜 11 （仮）二又にて仮受 ・基礎はアンカーポル ト

（本）座板付きコンクリ ー 式

卜柱(350,f,)、 ピーム祈 ・建植構造物：盛土

設、柱傾斜起こし

その他
引留装置 損傷 単独被害 10 本線 （本）WTB巫錘、振Jt装 • WTB 重錘、 振止装置
(WT  B他） 爵取り替え 滸曲

変電所 遮断器 損傷 単独被害 2 本線 （本）鋼板取替 • H S C B主回路差し込

設備 板宿変俎所(7台） み接統コンタクト支持棒

藤江変紅所(2台） 押え鋼板曲がり

電力 高圧配電線 垂下 単独被害 20 本線 ・パインド打ち直し ・建植構造物：高架

設備 ・パインド外れ

一

電
力
設
備

●神戸新交通株式会社

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場億所的被・耐害震状対況考策・等設 ） （箇所） 路線 名 （応急・仮復旧含む）

電 き電線 断線 高架橋崩壊 ・ 多数 ボートアイランド ・ケープル取替補修 ・桁落下、桁継ぎ目ずれ

損傷 倒壊 線 部分において損壊、損協

線 六甲アイランド線 ・全線にわたり、き謝線

(CV  T)が移動し引っ張

られ、または余長が大き

くできた箇所等が各所に

できた

・き亀線の引っ張られて

いる箇所においてはケー

プルシースが損楊

・地中管路が損倍し、こ

れに伴い、き鼈線 ・配遁

線が損楊

剛体架線 損傷 • 取替 ・桁落下、桁継ぎ目ずれ

部分において損壊または

損傷

・全線にわたり、電車線

が移動（ふく進）

• 特定区間においては連

続して湾曲、屈曲し一部

支持がいし、支持金物が

破損
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数量 被害位● 主な復旧状況

（特●微場鑓所的被・耐害状震況対考策・設等）:,・94;_？4t・、.・ ：！又'`·,•:'€9·9. 1 , ． 囀

被害設傭 被害状況 被害原因
（●所） 路縁名 （応急・仮復旧含む）

変 変電所 全壌 駅崩壊 1 六甲アイランド線 ・駅舎解体、再建築 ・駅舎傾斜

電 住吉変電所（住吉

所 駅舎内）

設 半壌 その他 1 ボートアイランド線 ・駅舎ジャッキアップ
備 損傷 ポートターミナル変

紺所 （ポートター

ミナル駅舎内）

変圧器 損傷 単独被害 1 六甲アイランド線 • 新規製作(2台） ・がいしの損傷

住吉駅

遮断器 3 ボートアイランド線 ・部品取替(5台）

各変籠所

電 電気室 傾斜 駅崩壊 3 ボー トアイランド線 ・駅舎内装補修

ヵ 三宮駅電気室 ・駅舎ジャッキア ップ

設 六甲アイランド線

備 魚崎駅寵気室

アイランド北口電気室

高圧配電線 断線 高架橋崩壊 ・ 多数 ポートアイランド ・ケープル取替 ・桁落下、桁継ぎ目ずれ部

損傷 倒壊 線 分において、損壊、損楊

六甲アイランド線 ・全線にわたり、配電線(C

VT)が移動し引っ張られ、

または余長が大きくできた

箇所等が各所にできた

ー電力設備

・配龍線の引っ張られてい

る箇所においてはケープル

シースが損倍

• 特定区間においては、配

電線路の支持物（トラフ等）

が損壊

●北大阪急行電鉄株式会社

’、,‘• 9-'l. ,~ 、'~9·.A',,”, 、．-．＜．Oヤ、ゞ'e・Jヽ5 :~ヽ ,ヽ• ＇ ‘ 

複書状況 被害順因
散量 襖書位● 主な復旧状況

（特・微場傭所的被・害耐震状況対考策・設等）
被害設傭

（●所） 路縁名 （応急・仮復旧含む）“．． 、f‘’． .’―屯．L；●曹9． ’ 

電 サードレー 脱落 単独被害 1 南北線 ・サードレール載架

線 ル (1.700ml 緑地公園～江坂間

●北神急行電鉄株式会社

哀渇~ ~ ~ ］-： 簸/ な尺'9 

被害設傭 被害状況 襖害康因
数量 被害位● 主な復旧状況

（特●微場鑽所的被・耐書状震況対考策・設等）（●所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

電 剛体架線 損傷 単独被害 1 北神トンネル内 ・支持物がいし下部金具

線 脱落取付



ノ

V̀̂  ．．ヽ
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場傭所的被・害耐状震i対策．設等）
.．̀ .． ,I .. 

被害設傭 被害状況 被害原因
'. （鰤所） 路線 名 （応急・仮復旧含む）

,・ ・ヽ

電 電車線 湾曲 その他 3 南港ポートタウン （仮）電車線及ぴがい しを

支持がいし （列車接触） (170m) 線 復旧

線 • 南港東～南港口

(70m) 

• 中ふ頭～ポー ト

タウン西 (60m) 

・ポートタウン束

～フェリ ーターミ

ナル (40m) 

サードレー 脱落 単独被害 21 御堂筋線 ｛仮）サードレールを載架

）レ (4.186m) (1号線） （本）保護板及びがいしを

江坂～中津間 設罰

●神戸市交通局

誓祈＇~？ 被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場傭所的被・害耐震状況対考策・設等）（籠所） 路 線 名 （応急 ・仮復旧含む）

支 コンクリー 損傷 単独被害 5 西神延伸線 （仮）5本薬注 ・地際コンクリ ート紺l離

持 卜柱 伊川谷～学固都市 2本電柱パンド補強 又はクラック

物 （本）銅管柱に取替 ・基礎は、投込コンク

リート詰め型

・建築構造物 ：高架

支持ブ ラ 損傷 I 西神延伸線． （本）がいし取替 ・建築構造物 ：高架

ケット碍子 総合運動公園～名

谷

変 77kV受電用 損傷 3 西神線 （仮）チャ ンネル仮固定

電 避雷器（据え (R、S、 妙法寺変電所 （本）取替

所 付け部） T相）

設 き電ケーブ 落下 1 西神山手線 （仮）隣接変龍所よりき厖

備 ル及びラッ 上沢変電所 （本）き龍ケープル及ぴ

ク ラック新設

-

電
力
設
備
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号・

3.2.1被害状況総括表
3.2.2被害状況と復旧状況

●西日本旅客鉄道（麻）―- 24

●東海旅客鉄道（株） し、 27 

●阪急電鉄（株） :._ 28 

●阪神電気鉄道（株） 28 

●神戸高速鉄道（株） 30 

●神戸電鉄（株） 30 

●山陽電気鉄道（株） 30 

●神戸新交通（株） 31 

●神戸巾交通局 ，‘ 31 



し- --- -11表――---／ 
被害設備 被害状況 事業者名

数祉

（誌箇所）（箇所）

信 侶号機 側壊 JR西日本（在） 15 19 
------------------―-- ＊・~●0 ● 0・

号 阪急窮鉄 2 
ー----------------------------

設
阪神徊気鉄道 2 

傾斜 JR西日本（在） 22 36 
備 -----------------------------

阪神紺気鉄道 I 
----• --...~ -• -亭..---•• ...呻*

神戸高速鉄道 1 
.. ,...•----------------.. --------
lllI傷地気鉄迎 12 

損傷 阪神軍気鉄迫 1 1 

機構横向 JR西日本（在） ， ， 
信号パス 伺壊 JR西日本（在） 8 8 

ケ ット 傾斜 5 5 

湾IIIi I 1 

信号プリ 傾斜 JR西日本（在） 1 J 

ッジ 湾曲 1 I 

継電器室 倒壊 阪急電鉄 l 3 
-----・・・----------・----------
神戸新交通 1 
.--------------------,.~ ----雫---
阪神電気鉄道 1 

建物傾斜 JR西日本（在） I 2 
雫•~········--·--------- ．．．一“-----
阪神電気鉄追 1 

継鼈連動 転倒 JR洒日本（在） 1 5 
衣“しムlL!.tヽ —--······------------- --------

山陥俎気鉄道 4 
（リレー架）

傾斜 JR西日本（在） 6 6 

損楊 阪急電鉄 1 4 
・・---------------------------

阪神軍気鉄追 2 
.．．.．----・・ • ---------_ --------
神戸新交通 1 

配俎盤 転倒 JR西日本（在） 2 3 

信号制御盤
’■•..··········-·-·---- --------
神戸新交通 1 

整流器 転落 JR西8本（在） 4 4 

転倒 JR西日本（在） 2 3 
---------··＇ー・警疇•-------- --------

神戸新交通 1 

器具箱 倒壊 JR西日本（在） 2 2 

転倒 阪急⑪鉄 5 ， 
.-----------------------------
神戸新交通 4 

領斜 !R西日本（在） 3 3 

損倍 山賜徊気鉄迫 7 7 

インピーダ
損條 JR西日本（在） 5 11 ンスポンド

＇ー・・ー・~ー“•----------* ·'“~— --------
阪急逍鉄 1 
--・------------------.• -·~ --• -

阪神訛気鉄道 3 
---------------------’”------

山1楊証気鉄道 2 

冠水 神戸高速鉄道 l l 

レール絶縁 破断 JR西日本（在） 2 2 

線条変圧器 転倒 JR西日本（在） ］ J 

落下 山腸電気鉄道 10 10 

転てつ機 損偏 JR西日本（在） 1 8 
------------------・---・------
JR東海（新） 1 

被害設備 被害状況 事業者名
数拭 合計

疇）I麟
阪神iじ気鉄道 2 

涵薪涵―~---+-+--
自動列車世倒、冠水

停11:.装骰 損傷、傾斜

神戸窃速鉄道

山協地気鉄追
····•················ 
神戸新交通

2
 
4
i
1
 

2
 
5
 

自動閉そ1損傷、傾斜

く装償

阪神旭気鉄道
l.．．0●・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
神戸新交通

4

[
l
 

5
 

冠水 神戸翡述鉄迫

翻管理装副ケープル断線 神戸市交通局

踏切設備 転倒 山陽俎気鉄迫

損協

~
~
~
 

l

i

:
2
了
l

一
~
~
-
•• 

―

―

-

-
.
-

―

-

.

 

―

-

．

 

）

―

ぷ

翌
沃

~

在
i

，ー

，虹
聾
竺
輝

西
る
竺
神

二
戸

應
阪
炭
五
＂

＇ 
5
 

ケープル 損1絣 阪神池気鉄道 3
 

3
 

焼fii JR西日本（在） 多数 多数

仲長 JR西 H本（新） 11 11 

トラフ橋 損恨

[

“

 戸
JR両日本（在）

JR西日本（在）

多数 多数

停得 5
 

JR西日本（在） 1 • ---．．．．．．．..．．..．．---|．．．．．．．．． 
神戸新交通 l 

5
 
2
 

損侶 阪急堪鉄

通信テレ1領斜

スビ

JR西日本（在） 4 
l•• -•...• --••----------|—--------
阪神道気鉄道 多数

多数

似捐換交話地

機
2
-
l
 

一ご
迫

こ
鉄

鉄
江
＾

池

ぷ
直

忽

一
神

阪
i

阪

3
 

搬送装骰 損條 阪急道鉄

器具箱 倒壊

しEX巾継器I傾斜

地中ケーI断線

プル

JR西H本（新）

JR西日本（新）

JR洒日本（在） 多数

：：蔽ii]玉ぷ。五五゚--]：：：-8ー：：：
神戸新交通 多数

多数

捐傷
1竺＇：聾 ．．．．o．．．．．1.．．．．2• ---
神戸高速鉄道 2 

4
 

架空ケー巴遵
プル

阪神雀気鉄道

損楊 JR東海（新）
I••············-·-·--·· 
阪神1じ気鉄道

1
-
2
 

3
 

L C XI伸長

ケープル

JR西日本（新） 11 

・`砥気荻冨―—+E箇薪
数

所
10
箇

変形 神戸高述鉄逍

列車無線I断線

ケープル

JR西日本（在）
.........呵---- ----

神戸新交通
二
数

二
多

1

-

多数

誘荘線 断線 神戸市交通局

-

信
号
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r 3.2.2被害状況と復旧状況 ］ 
●西日本旅客鉄道株式会社

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置徴場傭所的被・耐害震状況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

信 信号攪 倒壌 高架橋崩壊 8 束海道線 ・電カピームの復旧後信 ・閉そく信号機

住吉～東濯信号 号パスケッ ト及び信号機 • 高架橋の崩壊により、

号 場 構を新設 電力柱が倒壊して地カ

ピームに添架していた信

設 号パスケットが側壊

l 東海道線 ・ホーム上屋の復旧後信 ・中継信号機

備 六甲道駅 号機構を新設 ・上屋に懸垂していたが

上屋とともに倒壊

単独被害 l 束海道線神戸駅 ・信号機内方に基礎を新 ・出発信号機

設し、信号機柱には柱台 ・当駅は森架構造で CP

のない鋼管柱（ロケット 柱が使用できず鋼管柱を

型）を使用 使用しており、その柱台

上部が破損

2 山陽線鷹取駅 ・碁礎を再用し、信号機 ・場内信号機

柱（鎖管柱）を新設 ・鋼管柱台の底部（固定

用ポル ト部）が割れた

盛土崩壊 2 山腸線 ・盛土復旧後、CP柱を ・閉そく信号機

兵庫～新長田 新設し復旧 • 盛土崩壊によ り信号機

柱(CP柱）が倒壊

傾斜 盛土崩壊 2 束海道線 ・盛土復旧後、信号機柱 ・閉そく信号機

一信号・通信設備

立花～芦屋 を引き起し復旧 ・盛土崩壊により信号機

柱(CP柱）が傾斜

1 山協線 ・盛土復旧後、CP柱を ・盛土崩壊により信号機

兵庫～新長田 新設 柱(CP柱）が傾斜

I 山陽線 ・枕木で仮土留を行い信

明石～西明石 号機柱を引き起し復旧

擁壁崩壊 1 東海道線 ・信号機柱を撤去し、す ・擁壁崩壊により信号機

摂津本山～住吉 ぐ近くの位置に CP柱に 柱(CP柱）が傾斜

より新設

地盤移動 3 東海道線 ・傾斜した信号機柱を引 ・地盤移動により信号機

西ノ宮～住吉 き起し復旧 柱(CP柱）が傾斜

7 福知山線 ・閉そく及び中継信号機

川西池田～宝塚 ・地盤移動により信号機

柱(CP柱）が傾斜

単独被害 1 東海道線神戸駅 ・ねじれを修復し復旧 • 中継信号機

・上屋に懸垂していたが

ねじれが生じ傾斜

攪構横向 単独被害 7 東海道線 ・信号機の見通し調整を ・信号バスケットに添装

西ノ宮～神戸 行い復旧 された信号機構が振動に

2 山協線 より横向発生

新長田～鷹取

入換標識 倒壌 地盤移動 1 山腸線鷹取駅 ・信号機柱(CP柱）を新 ・地盤移動により信号機

設し復旧 柱(CP柱）が倒壊

傾斜 2 東海道線 ・傾斜した信号機柱を引 ・地盤移動により信号機

東灘信号場 き起し復1日 柱(CP柱）が傾斜

・線路表示式

l 山協線兵庫駅 ・地盤移動により信号機

3 山陥線鷹取駅 柱(CP柱）が傾斜

・入換標識
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被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場傭的所被・耐害ぶ震対策．設等）（饂所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

信 信号パスケ 倒壌 高架橋崩壊 8 東海道線 • 高架橋復旧後、同じ設 ・信号用バスケッ トを軍

ット 住吉～六甲道 備を新設 カビームに添架していた

号 が電力柱が倒壊

傾斜 単独被害 3 東海道線 ・電化柱の復1日後バス • 電化柱の傾斜またはパ

設 灘～神戸 ケットのねじれを修復し スケ ットのねじれにより

復旧 傾斜

備
その他 1 山賜線鷹取駅 ・電化柱の修復後パス ・電化柱のねじれにより

（電力柱湾曲） ケットの傾斜を修復し復 バスケットが傾斜

旧

その他 1 山腸線須麿駅 ・信号バスケットを取り ・線路山側の民家が線路

（民家倒壊） 外し、 CP柱により仮復 側へ側壊し、祖化柱（鉄

旧させ、雀化柱建て替え 柱）が湾曲しバスケット

後バスケットを取付け復 が頼斜した

旧 • 海側の民家のプロック

塀が倒壊し、接統箱が傾

斜、破損

湾曲 その他 l 束海道線 ・パスケットのねじれを ・龍カピームの湾叫によ

（龍カピーム 東灘信号場 修復し、復旧 りパスケソトがねじれ而

而曲） 曲発生

信号ブリ ッ 傾斜 地盤移動 1 東海道線 • 2線運転に支際する箇 ・地盤隆起により、信号

ジ 芦屋～摂津本山 所を切断し、残った外側 プリッジが線路側に傾斜

線用の信号機を内側線用 し、建築限界を支阻

に転用して仮復旧、その

後CP柱を建植し復旧

湾曲 地盤移動 1 東海道線 ・建築限界を支防する箇

西ノ宮～芦屋 所を切断し、残った外側

線用の信号機を内側線用

に転用して仮復旧、その

後厖化柱に信号バスケ ッ

トを新設し復旧

継電器室 達物傾斜 単独被害 1 山陽線鷹取駅 • 室内の機器本体に異常 ・継鎚器室起点方の基礎

はなく、応急復旧して使 脚が座屈し、機器室全体

用 が東へ傾斜

・機器室を新築、完成後 ・機器室内の設備も大き

機器取替 な被害

継電連動装 転倒 I 山陽線須磨駅 ・リレー架を起こし、再 ・架の底部をアンカーポ

置 度アンカーボルトで固定 ルトで固定していたが、

（リレー架） し復旧 上部は何も固定していな

かったため、アンカーポ

ルトが振動により抜け、

リレー架が転倒

傾斜 I 束海道線尼崎駅 • アンカ ー ポルト、木製 ・リレー架底部をアン

台及び架間ケープルを取 カーポルトで固定してい

替えて復旧 たが、上部は固定してい

なかったため、木製台が

割れ傾斜

・ケープルラックは天井

吊りであったが、架間

ケープルにより転倒回避

3 東海道線芦屋駅 • アンカーポルトは取 ・架の底部はアンカーポ

替、ケープルラックを仮 ルトで固定、上部はケー

修理し復旧 プルラックがあり転倒回

避

機器室傾斜 2 山腸線鷹取駅

一

信
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被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場鑓的所被・耐害状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

信 信号制御盤 転倒 単独被害 1 東海道線 ・木製の架台を床に直接 ・信号扱所の床はフリ ー

束灘信号場 固定し、その架台上に信 アクセスフロアであり、

号 号制御盤をポルトにより 制御盤はフロアパネルに

固定し復旧 固定していた

設 ・制御盤の頂紐と振動に

より支柱が折損し、転倒

備 （耐災用フリーアクセス

フロアではなかった）

信号配電盤 機器室傾斜 l 山陽線鷹取駅 ・機器室床にアンカーポ ・機器室の傾斜及び振動

ルトにより固定し復旧 により、アンカーポルト

が破断し転倒

整流器 転落 単独被害 1 東海道線芦屋駅 ・機器設置台の上に整流 ・機器設留台の上に設償

3 東海道線 器を新設し、復旧 していたが、固定してい

東灘信号場 なかったため転倒、落下

転倒 機器室傾斜 2 山陽線鷹取駅 ・破断した木製台を取替 ・木製台を介して床と固

え、同じ工法で復18 定していたが、木製台が

固定ボルト部で上下に破

断し、転倒

器具箱 倒壌 高架橋崩壊 1 東海道線 ・高架橋の復旧後、器具 • 高架橋上に設骰してい

住吉～六甲道 箱を取替復旧 たため、高架橋崩壊によ

り倒壊

盛土崩壊 1 山賜線 ・仮士留を行い、器具箱 • 盛土崩壊により、器具

一信号・通信設備

新長出～鷹取 を取替復11:J 箱が倒壊した

傾斜 擁壁崩壊 2 東海道線 ・基礎を新設、器具箱を ・擁壁崩壊により、器具

芦屋～住吉 移転した 箱が傾斜

・破損した機器について ・小型機器、蓄電池等が

は取替復旧 転倒し破損

盛土崩壊 ］ 山陽線 ． ・盛土復旧後、アングル • 盛土崩壊により、器具

兵庫～新長田 により基礎を仮設した後、 箱が傾斜

器具箱を移転し仮復旧

インピーダ 破損 翡架橋崩壊 4 東海道線 • 高架橋の復旧後、イン • 高架橋の落橋により、

ンスポンド 住吉～六甲逍 ピーダンスポンドを取替 インビーダンスポンドが

復旧 落下、破損

その他 1 福知山線 ・インピーダンスポンド ・線路脇の硲地から、経

（落下物によ 猪名寺～伊丹 を取替復旧 石がインビー ダンスポン

り被災） ド上に落下、破損

レール絶縁 破断 その他 2 福知山線 ・レール復旧後、レール ・路盤沈下 ・移動により

（レール伸長） 中山寺～宝塚 絶縁及ぴレールポンドを レールが伸長し、レール

取替復旧 絶縁が破断

• 福知山線の外、束海

道 ・山陽線においても

レール伸長により伸縮継

目部のレールポンドが多

数脱落

転てつ攪 破損 その他 1 山協線鷹取駅 ・電気機関車を載線後筵 • 留留中の龍気機l関車が

（地気機関車 気転てつ機を取替復18 電気転てつ機の上に横転

が横転）

踏切設備 損傷 その他 1 山陥線 ・踏切警報機を取替復旧 • 自 動車が踏切贅報機に

（原因不明） 宝殿～曽根 衝突し、倒壊したものと

推定しているが、原因に

ついては不明



-- ノ

被害設傭 被害状況 被害原因
散量 被害位置 主な復旧状況

（特置晶場所被・害耐状震;対:策．設等 ）（箇所） 路線名 （応急 ・仮復旧含む）

信 ケーブル 焼損 その他 多数 東海道線 ・焼損したケープルを取 ・沿線火災により 、線路

（沿線火災） 摂津本山～住吉 替復1日 脇に布設しているケープ

号 ルが多数焼損

伸長 高架橋崩壊 11 山陥新幹線 ・信号ケープルを取替復 • 高架橋の崩壊により、

設 新大阪～西明石 旧 信号ケープルが伸長

トラフ橋 損傷 地盤移動 多数 東海道線 ・トラフ橋を修復し、仮 ・地盤移動により、 トラ

備 芦屋～住吉 復旧 フ橋の基礎が移動し損

悩、地盤振動によりトラ

フ橋からトラフが落下

通 地中ケー ブ 断線 高架橋崩壊 多数 東海道線 ・通信ケープルを取替復 • 高架橋の崩壊により、

信 ル 住吉～束灘信 旧 通信用管路（トラフ等）が

ケ （トラフ内 崩壊し、通信ケープルが

l 含） 断線

ブ LC  Xケー 伸長 11 山陽新幹線 • L C Xケー プルを取替 • 高架橋の崩壊により、

）レ ブル 新大阪～西明石 復旧 LCXケープルが伸長

L C  X中継 傾斜 1 山協新幹線 • 中継器のオーパーホー • 高架橋の崩壊により、

器 新大阪～新神戸 ルを行ない、正幣を確認 中継器が傾斜

し復旧

列 墓地局 崩壌 高架橋崩壊 1 東海道線 ・駅舎新設にともない基 • 高架橋の崩壊により、

車 六甲道駅 地局を新設し、復旧 駅舎とともに、列車無線

無 の六甲通基地局が崩壊

線 停電 その他 3 束海道線 ・停電復旧にともない機 • 関西龍力の送俎停止に

（龍力会社の 甲子園口～神戸 能回復、後日蓄砲池取替 より、非常用苓地池が過

停電） 2 LIJ賜線 放龍となり停鎚

神戸～西明石

ケーブル 断線 盛土崩壊 1 東海道線 ・ケープルの断線箇所を • 盛土崩壊により、通信用

尼崎～甲子園口 取替復1B 管路（トラフ等）が崩壊し、

列車無線ケープルが断線

そ 通信配線室 崩壌 高架橋崩壊 l 東海道線 ・駅舎新設にともない通 • 高架橋の崩壊により、

の 六甲道駅 信配線室を新設し、復旧 駅舎とともに、六甲道の

他 通信配線室が倒壊

設 通信 テレス 傾斜 地盤移動 I 東海道線 ・支持柱(Cp柱）を引き ・地盤移動により、支持

備 ビ等 芦屋～摂津本山 起し復旧 柱(CP柱）が傾斜

擁壁崩壊 3 東海道線 ・擁墜崩壊により、支

東灘信号場 持柱(Cp柱）が傾斜

通信器具箱 倒壌 高架橋崩壊 1 山賜新幹線 • 高架橋復旧後、器具箱 • 高架橋の崩壊により、

新大阪～新神戸 を取替復旧 器具箱が倒壊

一

信
号
・
通
信
設
備

●東海旅客鉄道株式会社

被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場備所的被・害耐震状況対考策・設等）（箇所） 路 線名 （応急・仮復旧含む）

信号 転てつ慢 損傷 地盤沈下移動 1 東海道新幹線

設備 新大阪構内（博多

方）

通信 架空ケーブ 損傷 その他 1 • LC X支持金具折損

ケー ル (1本）

ブル • 取替により復旧



●阪急電鉄株式会社

被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場傭的所被・耐害状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急 ・仮復旧含む）

信 信号襖 倒壌 高架橋崩壊 ・ I 神戸本線 ・信号機新設 ・信号機ペース破損

倒壊 西宮北口～夙川 ・橋桁の下敷確認出来ず

号 線路横断こ線 1 今津線

橋落下 西宮北口～門戸厄神

設
継電器室 駅崩壊 ) 伊丹線

備
伊丹駅

継電連動装 損傷 高架橋崩壊 ・ I 神戸本線 • 取替
置 倒壊 三宮駅

（リレー架）

器具箱 転倒 2 神戸本線 • 器具箱新設

西宮北口～夙川

線路横断こ線 2 今津線 ・信号機器具箱圧壊

橋落下 西宮北口～門戸厄神

擁壁 ・盛土崩 1 神戸本線 ・芦屋川下り選別器具箱

壊 芦屋JII～岡本 転倒

インピー ダ 損傷 その他 1 神戸本線 ・イン ビー ダンスポンド ・列車脱線による
ンスポンド 春日野道～三宮 新設

踏切設備 建物崩壊 1 今津線 ・遮断機、警報機、麻害 ・甲風園第一踏切道迫断

西宮北口～門戸厄 物検知装置受発光器新設 機、警報機、障害物検知

神 装骰受発光器倒壊

ー信号・通信設備

通 地中ケーブル 損傷 線路横断こ線 ） ・ケープル張替により復 • 国道171号線こ線橋落
償

（トラフ内含） 橋落下 旧 下による被害ケ

少 地盤沈下 ・移 1 伊丹線

Jレ 動 稲野～新伊丹

そ 通信配線室 損傷 建物崩壊 1 神戸線 ・駅ピルの撤去に伴い、 ・駅ピル屋上にあったた

の 三宮駅 別の場所に復1日 め、 ビル崩壊に伴い撤去

他 電話交換撓 1 ・一旦別の場所に仮復旧 ・駅ビル屋上に設骰
設 し、その後三宮に本復旧
備

単独被害 1 神戸線 ・仮設交換機にて応急復旧

西宮北口駅 しその後本設のものに取替

搬送装置 建物崩壊 l 神戸線 ・ピル撤去のため、一且撤

三宮駅 去し、その後三宮に復旧

●阪神電気鉄道株式会社

被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位● 主な復旧状況

（特■微場傭的所被・耐害状震況対考策・設等）（薗所） 路線名 （応急・ 仮復旧含む）
： 

信 信号憬 損傷 その他 1 本線 ・信号機取替 ・地下線内壁取付

（列車脱線） 元町～三宮 ・脱線した列車が接触

号 傾斜 高架橋崩壊 ・ I 本線 ・鉄柱取付

倒壊 新在家～御影

設
倒壌 単独被害 I 本線 ・信号機柱ペース（鋳物）

備
石屋川～御影 破損

(6.3mベース大）

擁壁 ・盛土崩 1 本線 ・信号機基礎補強 ・擁壁崩壊による

壊 住吉～魚崎



一
./ 

禎害骰鑽 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（閲●茫翡妬考酎（纏所） 路 線 名 （応急・ 仮復旧含む）

信 継電連動装置 損傷 単独被害 2 本線 （仮）継寵連動装骰補修 ・隣接架同士を連結

元町駅 構内ATS装置補修

号 構内用自動列 三宮駅 （本）電子連動装骰に取替

車停止装置 構内ATS装骰取替

設 列車種類選別装置取替

構内用列車種

備 類選別装置

自動閉塞装置 損傷 高架橋崩壊・ 2 本線 （仮）閉塞装置補修 ・無絶縁軌道回路用各装

傾斜 倒壊 新在家～石屋川 列選シフ トユニット補條 骰を信号機器室に集中設

閉塞用自動列 （本）無絶縁軌道回路式閉 置し、隣接架同士 を連結

車停止装置 塞装骰に取替

無絶縁軌道回路式閉塞A

閉塞用列車種 TSユニッ ト取替

類選別装置 無絶縁軌道回路式列選シ

フ トユニット取替

擁壁 ・盛土崩 2 本線 ・閉塞装置基礎補強 ・擁壁崩壊による

壊 御影～魚崎

イン ビー ダ 損傷 擁壁・盛土崩壊 2 石屋川車庫 •イ ンビーダンスポンド ・擁壁崩壊、地盤移動に

ンスポンド 地盤沈下 ・移動 本線御影駅 取替 よる

1 本線 • インピーダンスポンド ・擁壁崩壊による

住吉～魚崎 補修

転てつ慢 高架橋崩壊 ・ 2 本線大石駅 ・砲気転てつ機取替 • 高架橋倒壊のため道床

倒壊 石屋川車躯 崩壊による

踏切設備 地盤沈下・移動 2 本線打出駅踏切 ・踏切制御箱補修 ・隣接した民家の倒壊に

その他 芦屋駅踏切 障害物検知装撹受発光器 よる

（民家倒壊） 補修

ケーブル 損傷 高架橋崩壊 ・ 1 本線 ・信号制御ケープル張替 •高架橋崩壊による

倒壊 西灘～御影

単独被害 1 本線 ・信号制御ケープル ・信 ・架空ケープルメッセン

御影～打出 号低圧線補修 ジャーワイヤー外れ

その他 J 武庫川線 ・信号低圧線張替 ・煙突倒壊により断線

（煙突倒壊） 武扉）1|～武匝）l|団地前

継電器室 倒壌 車庫崩壊 1 石屋川車庫 ・継罰器室新設 ・車庫の崩壊と共に継健

器室が倒壊

建物傾斜 高架橋崩壊 1 本線大石駅 ・裔架橋の傾斜に伴い継

龍器室が傾斜

通 架空ケーブ 断線 建物崩壊 1 本線 ・ケープル張替 ・隣接建物崩壊による

信 ）レ 西灘駅西方

ケ 損傷 その他 1 本線 ・光ケープル（機能とし

I （沿線火災） 粁木駅西方 ては支競なし）

ブ
建物崩壊 1 武庫川線 ・隣接建物崩壊による

ル
武限川団地前駅

北方

地中ケーブル 断線 高架橋崩壊 ・ 8 本線 （仮）第1種電気通信項業 ・崩壊による断線はな

（トラフ内含） 倒壊 西灘～御彩 者の専用回線により復旧 かったが、道路交通確保

（本）ケープル張替 のため人為的に切断

温
ケーブル 損傷 その他 数箇 本線 ・ケープル張替 ・レベルダウン（落下物

(LC Xケー （駐道壁崩壊） 所 元町～岩屋 による損楊・振動による

ブル） 接統部の損傷）

そ 通信テレス 傾斜 単独被害 多数 本線 ・放送架立直し ・設置場所が峡溢により

の ピ 今津駅以西 架の固定が出来なく転倒

a 電話交換機 損傷 単独被害 1 本線 ・整流器取替 ・架は固定されてなく転

西宮局 倒により破損

一信
号
•通信
設
備



●神戸高速鉄道株式会社

被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（置特微場傭所的被・耐害状震対況考策・設等 ）（鰤所） 路線名 （応急・ 仮復旧含む）

信 信号慢 傾斜 高架橋崩壊 1 束西線 • 土木復旧工事（高架桁撤

自動列車停 転倒 高架橋崩壊 1 花隈～阪急三宮 去）に伴い、撤去、復旧

号 止装置

（器具箱含む）
冠水 駅崩壊 1 東西線大開駅 • 土木復旧工事（中間柱 ・大開駅崩壊によ り上ス

設
自動閉塞装置 1 補強等）に伴い、撤去、 ラプ沈下、構築破壊され、

備 （器具箱含む） 復旧 市上下水の流入により冠

水
インピーダ l 

ンスポンド

＇ 
地中ケーブ 損壌 高架橋崩壊 ］ 束西線 • 土木復旧工事（中 lUl柱補 • 高架桁撤去に伴いケープ
ル（ケーブル 花隈～阪急三宮 強等）に伴い、撤去、復旧 ル、 トラフルートの喪失

は全てトラ 損傷 隧道内中間柱 1 東西線 • 土木復旧工事（中間柱 ・トラフはコンクリ ー ト

I フに収容）
損楊等 山腸西代～新開地 補強等）に伴い、撤去、 片等落下物により直接的

ブ 復旧 被害
）レ

ケーブル 変形 駅崩壊 l 東 西 線 大l州駅 • 土木復旧工事（中間柱 ・大開駅崩壊、上スラプ
(LCX) 補強等） に伴い、撤去、 沈下によ りケープル変形

復旧

温！
放送装置 破損 駅崩壊 1 東西線大開駅 • 土木復旧工事（中間柱

補強等）に伴い、撤去、

行先表示装置 1 復旧

一

信
号
・
通
信
設
備

●神戸電鉄株式会社

被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位● 主な復旧状況

（特置徴場傭的所被・害耐状震況対考策・設等）（薗所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

蒻
踏切設備 損傷 擁壁・盛土崩 l 有馬線 ・蹄切道の廃止 ・踏切遮断機 ・警報機各

壊 1基損壊

足呪 LC Xケー 2 ・ケープル張替

ブル

●山陽電気鉄道株式会社

被害設傭 被害状況 被害康因
数量 被害位● 主な復旧状況

（特置徴場傭所的被・耐害震状対況考策・設等）（纏所） 路線名 （応急 ・仮復旧含む）

信 信号機 傾斜 単独被害 1 本線 ・信号機柱取替

地盤沈下・移 11 ・信号機柱基礎補強
号

継電連動装 転倒
動 4 ・継電連動装覆補修 • 新駅に切替ー 1駅

設 置 • 他駅は基礎ボルト増設
(3駅）

備 自動列車停 損傷 4 ・予偏機器取替 ・機器落下防止装骰取付
止装置 (4駅）

器具箱 その他 7 • 器具箱取替 ・ 基礎補強
（民家倒壊に

よる ）

インピーダ 単独被害 2 • 取替
ンスポンド

線条変圧器 落下 10 • 吊替

踏切設備 転倒 ） • 取替



被害設備 被害状況 被害原因
数量 被害位● 主な復旧状況

（特置徴場懺的所被・耐害状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

信 継電器室 倒壌 駅崩壊 1 六甲アイランド線 ..解体、再建築 ・駅舎傾斜

住吉駅

号 継電運動装 損傷 l ・撤去及び再据付

置

設
自動列車停 1 

備
止装置

（自動列車制

御装置）

自動閉塞装 1 ・撤去及び再据付

置

（列車検知装

置）

整流器 転倒 1 ・撤去及ぴ再据付

・苓電池破損により交換

信号制御盤 1 ・撤去及ぴ再据付

器具箱 高架橋崩壊、 4 六甲アイランド線 • 取替

（小型） 倒壊

転てつ撓 損傷 4 ・撤去及ぴ再据付
ト―

通 地中ケーブ 断線 高架橋崩壊 ・ 多数 ポートアイランド ・断線箇所の取替接続 ・商架橋の修復工事によ

” 
）レ 倒壊 線 り切断

I （トラフ 内 六甲ア イランド線
ブ｀
）レ 含）

列車 ケーブル 断線 • アプローチケープル及

無線 びループ線

その他 通信配線室 損壌 駅崩壊 1 六甲ア イラZド線 ・解体、再建築 ・・駅舎傾斜

の設備 住吉駅

-

日

・通
信
設
備

●神戸市交通局

被害設傭 被害状況 被害原因
数量 被害位置 主な復旧状況

（特置微場傭所的禎・耐害状震況対考策・設等）（箇所） 路線名 （応急・仮復旧含む）

！ ＇ 
中央処理装 ケーブル その他 1 西神線 ・ケープル取替 • R C造4F 

置 断線 （予備 品 棚転 業務ピル ・スチール製棚を2段に

（システムコ (R S 232 倒により卓上 運転指令所 重ねた予備品棚の上部が

ンソール入 C) の配線を切 移動転落（上下棚の固定

出力装置） 断） 無し）

無線通信設 誘導線 その他 l 西神延伸線 • 割入れ仮接続後、張杯 ・誘荘線上の徊車線支持

備 1条断線 （誘導線上の 名谷～総合運動公 (1000m) プラケットの下部碍子が

銹導線 鎚車線支持プ 園 破損し、プラケットが垂

ラケットの脱 れ下がり、線路側の誘祁

落により切 線1条を切断

断） ・建築構造物：高架



第4章被害と復旧の記録写真

厨
●西日本旅客鉄道（株） ー 34

●東海旅客鉄道（株） 45 

●阪急電鉄（椋）―- 47 

●阪神電気鉄道（株） 51 

●神戸砧速鉄道（株） 56 

●神戸電鉄（株） 57 

●山陽電気鉄道（椋） 59 

●神戸新交通（株） ー 60

●北大阪急行電鉄（株） 62 

●大阪市交通局 63 

●神戸市交通局 64 

33

電
力
設
備



山陽新幹線

◄ 山陽新幹線
新大阪～新神戸間

高架橋崩壊により鉄柱落下

山陽新幹線►
新大阪～新神戸間

高架橋崩壊によりコンクリート柱落下

電
力
設
備

山陽新幹線 ►
西明石～姫路間

コンクリート柱傾斜

／
り
げ

／
 . 、ヽ． ，

---------... .' 
.—r i 

▲山陽新幹線

新大阪～新神戸閻
高架橋崩壊により鉄柱落下



電力設備
JR西日本

i
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三
”
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2叱

▲山陽新幹線

新大阪～新神戸間
コン クリ ート柱損傷

（震動により コンクリートと座板のつけ根が損低）

山陽新幹線► I
新大阪～新神戸間

コンクリ ー ト柱損傷箇所の復旧後

（カーボン系繊維を巻いて補條）

電
力
設
備

山陽新幹線

新大阪～新神戸間

高架橋震動によりき電線断線
▼ 

山陽新幹線

新大阪～新神戸間

自動張力調整装置損傷

（振止ロットの変形）
~ 



東海道線・大阪環状線

東海道線

住吉～六甲道間
高架橋崩壊により支持物損傷

電
力
設
備

東海道線

住吉～六甲道間

支持物 ・電車線路

設備復1日状況
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電力設備
JR西日本

ーこニプ

◄ 大阪環状線
芦原櫃～新今宮間
コンクリート柱傾斜 （砂詰め墓礎の砂が碁礎外へ噴出）
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電
力
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備
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秦海道線

六甲道駅構内
コンクリート柱折損

▲東海道線

芦屋駅構内
鉄柱損傷
（地盤変動により墓礎部が傾きL形鍋が破断）

◄東海道線
鷹取駅構内
コンクリート柱折損仮復旧

（鋼管二又にて仮復旧）



東海道線
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電
力
設
備
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▲東海道線

兵庫～新長田間

地盤沈下により鉄柱傾斜

▲東海道線

西宮～芦屋間
鉄柱傾斜仮復旧 （二又て仮受し仮復旧）

k
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▲東海道線

西宮～芦屋間
鉄柱傾斜復旧 （鋼管柱新設）



福知山線 電力設備
JR西日本

▼福知山線

中山寺駅構内
コンクリート柱地際部分で折損

福知山線
川西池田～中山寺間

▼コンクリート柱基磯部損倦仮復1日 （二又にて仮受し仮復旧）

電
力
設
備

▲福知山線

川西池田～中山寺間
コンクリート柱損傷基礎部損傷



福知山線

◄ 福知山線
中山寺～宝塚間
地盤沈下によりコンクリート柱傾斜

電
力
設
備

▼福知山線

中山寺～宝塚間

コンクリ ート柱傾斜仮復旧

（台棒にて補強し仮復旧）

＼ 

▲福知山線

中山寺～宝塚間

コンクリ ー ト柱傾斜仮復旧

（木製ビームを仮設し仮復旧）



東海道線 電力設備
JR西日本

-~ -• I t 
ン／

・̀『O

； 

9．て． ．、し・"..

.—-
..． 

Ii且ll....．.' 

1[II ¥ i 

▲東海道線

西宮～芦屋
地盤沈下によりビーム損傷

（ビーム変形） ユI_王-＝ピ「 999 吐 ．•一」

l̀i 

一― - :-t 
▲東海道線

芦屋駅構内

ビーム損偽

（ビーム変形）
電
力
設
備

▲東海道線

西宮～芦屋間

ビーム損傷箇所仮復旧

（二又にて仮受し仮復旧）

東海道線 ►
西宮～芦屋間

ビーム損傷箇所復旧

（カゴビーム新設）



東海道線・山陽線
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▲東海道線

芦屋～摂津本間

自動張力調整装置損傷

（振止ロ ットの切損）

I
I
 

▲東海道線

摂津本山～住吉間
振止装置揖傷

（スパンロ ットの損傷）

電
力
設
備

◄ 山陽線
鷹取駅構内
曲線引装置損偽

（金具尻手部の切揖）

／
 

▲東海道線

芦屋～摂津本山間．、
ハノサマス ト抜け

◄山陽線
須麿～鷹取問
吊架線アイホルト切断、電車線垂下



山陽新幹線 電力堅璽
JR酉日本

皿馴宅ば：所
． 単巻変圧器油漏れ

（地盤沈下により移動）

電
力
設
備

▲山陽新幹線

新六甲変電所
並列コンデンサ損傷

（支持がいし損傷）

、2

◄山陽新幹線
新姫路変電所

変圧器損傷損傷

（ブッシング破損）



山陽線 電力設備
JR西日本

電
力
設
備
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戸▲山陽線

鷹取駅構内
照明鉄塔倒壌

（地上から10m程度の箇所で屈曲）
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◄ 山陽線
鷹取～須麿閻
高圧変圧器傾斜
（変圧器の取付パンド押え金具が振動で移動 したため傾斜）



東海道新幹線 電互墾璽
JR稟濤

ベ

秦海道新幹線

新大阪構内 （博多方）

コンクリート柱傾斜仮復旧

（二又にて固定し仮復旧）
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▲賽海道新幹線

" 新大阪構内 （博多方）
コンク リート柱切損

電
力
設
備

賽海道新幹線

新大阪構内 （博多方）
コンクリート柱傾斜箇所復旧後

（鉄柱新設）
▼ 

／
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東海道新幹線 電力設備
JR●濤

電
力
設
備

▲東海道新幹線

新大阪構内（博多方）
可動ブラケ ット損傷

▲秦海道新幹線

新大阪構内 （博多方）
滑車式パランサー重垂 ・ロッド損傷

秦海道新幹線

新大阪構内 （博多方）
ハンガ損傷

▼ （架線中間でハンガはずれ）

▲秦海道新幹線

新大阪構内（博多方）
き電線がいし破損
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▲東海道新幹線

新大阪構内 （博多方）
き電線断線

（電柱のゆれで支持点箇所で断線）



神戸本線 電力設備
一阪急電鉄

◄神戸本線
西宮北口～夙川間
高架桁落下に伴う門型鉄柱倒壊

▲神戸本線

西宮北口～夙川間
復旧後（アンカーポルト墓礎式コンクリー

卜柱新設、特蕎 ・高圧ケーブル化）

電
力
設
備

▲神戸本線

西宮北口～夙川間
建物崩壊による門型鉄柱折損

神戸本線 ►
西宮北口～夙川間
門型柱折損復旧後



神戸本線・甲陽線

＼ 
◄神戸本線
夙川～芦屋川間

盛土崩壊に伴う門型柱根開き

/: 

電
力
設
備

神戸本線 ►
夙川～芦屋川間

門型柱復旧後

昇Z—しコZ
▲甲陽線

甲陽駅構内
盛土・水路壁側沈下移動に伴うコンクリート柱傾斜．

クロスビーム湾曲（仮支線取付）

甲陽線 ►
甲陽駅構内

コンクリート柱傾斜 ・クロスビーム湾曲復旧後
（コンクリ ート柱・トラスビーム新設・仮支線取付）



今津線 電力設備
阪急電鉄

◄今津線
西宮北口～門戸厄神間

線路横断 （国道）こ線橋落下に伴う
電車線断線

今津線》
門戸厄神～甲秦園間

線路横断 （新幹線）こ線橋落下に伴う

電車線断線

今津線

門戸厄神～甲東園間

線路横断 （新幹線）こ線橋落下に伴う
電車線撤去

▼ 

電
力
設
備

▲今津線

門戸厄神～甲東園間

線路横断 （新幹線）こ線橋落下に伴う

電車線断線復旧後



神戸本線・伊丹線 電力設備
阪急電鉄

▲伊丹線

伊丹駅

崩壊に伴う電気室倒壊

▲神戸本線

三宮駅

三宮駅仮復旧ビル屋上に高圧受電設備仮設

電
力
設
備

ン／

＼ゞ

ぅ、

・≫ 

▲神戸本線

西宮変電所
ンリコン整流器用変圧器二次側ブッシング損傷

▲神戸本線

芦屋変電所
ンリコン整流器据付面より移動

▼神戸本線

芦屋変電所
ンリコン整流器用変圧器移動に伴い

交流遮断器ブッシング破損

▲神戸本線

芦屋変電所
ンリコン整流器用変圧器基礎より移動



本線・武庫川線 電力設備
阪神電気鉄道

.... 

‘ 

◄ 武庫川線
武庫川団地前駅構内
コンクリー柱沈下 （液状化現象）

▼本線

石屋川～御影閻

高架橋崩壊による門型鉄柱倒壌
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電
力
設
備

▲本線

新在家～石屋川間

高架橋崩壌のため門型鉄柱倒壊

本線 ►
大石～新在家間

高架橋崩壊による門型鉄柱倒壊



本線

22 → 

▲本線

新在家～石屋川間

門型柱倒壊復旧後（座板付鋼管柱新設）

◄本線
新在家～石屋川間

高架崩壊による門型鉄柱倒壊

電
力
設
備

ー／／◄言～魚崎間
I 盛土による門型鉄柱傾斜・変形

▲本線

住吉～魚崎間

門型鉄柱変形仮復旧 （鉄管柱で支持）



電力設備
阪神電気鉄道

◄ 本線
香栢園～西宮間

（曲線部 [R400]鉄柱傾斜の片持式鉄
柱がビーム取付部で引きちぎれ傾斜）

電
力
設
備

本線

香栢園～西宮間

▼復旧状況

◄本線
香栢園～西宮間

片持式鉄柱復旧後



本線・武庫川
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▲武庫川線

武庫川団地前駅構内
建物崩壊による電車線 ・き電線断線、ビーム損壌

電
力
設
備

本線

西灘駅構内
電車線 ・き電線断線▼

▲武庫川線

武塵川団地前駅構内
ビーム損傷仮復旧 （ビームアンクル補強）

{... •, . 

本線 ►
岩屋～西灘閻

電車線 ・仕帯高圧線他断線

/ 

，， 

i線

石屋川車庫
高架橋崩壊による鉄柱傾

斜のため引留装置損傷

¥ ¥ ¥¥  ＼`  

1線
芦屋～打出間

鉄柱・引留装置変形



電力設備
阪神電気鉄道
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◄本線
西宮変電所

レンガ造り変電所

（大正7年建設）全壊
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；線
芦屋変電所1鉄筋コンクリート造り変電所

1----....... （昭和6年建設）半壊

電
力
設
備

本線

石屋川車庫電気室

高圧変圧器 (75kVA)転倒、 油漏れ

▼ 

i線

東明変電所線路連絡部 （石屋川車庫）

き電引留め鉄構高架橋崩壊による倒壊



東西線 電力設備
神戸高運鉄道

.^
 

◄東西線
花隈～阪急三宮間
高架橋崩壊に伴う門型鉄柱傾斜

東西線

花隈～阪急三宮間

▼門型鉄柱傾斜復旧後

-―
―

l
 

、3
l
 

電
力
設
備

▲東西線

大開～新開地間
複合架線支持がいし金物損傷

秦西線 ►
高速長田～大開間

トラフ損傷 （高圧ケーブル2回線）



有馬線 電互堅璽
神戸電鉄

//／ 

，
 ▲有馬線

湊川～長田間

擁壁崩壊に伴う門型柱倒壊 一▲有馬線

湊川～長田間

門型柱倒壊復旧後

有馬線

湊川～長田間

地盤沈下・移動に伴うコンクリート柱損傷
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▲有馬線

湊川～長田間

コンクリート柱損傷復旧後

◄有馬線
長田～丸山間

変圧器脱落



有馬線 電力設備
神戸電鉄

◄有馬線
花山～大池間

擁壁崩壊に伴う門型柱倒壊

有馬線

花山～大池間
▼門型柱倒壊復旧後

電
力
設
備

▲有馬線

花山～大池間
門型柱倒壊仮復旧

: 

今 ． 
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/＇・吋9 9/.;..~ 
，ヽ f,;.ク

▲有馬線

丸山変電所
地盤沈下・移動に伴い変圧器用ラジェータ部沈下

（本体との接続伸縮パイプ約6cm伸び）

▲有馬線

丸山変電所
変圧器用ラジェータ部沈下復旧後

（接続伸縮パイプ取付）



電力設備
山陽電気鉄道

◄ 人丸前～明石間
コンクリート柱基礎損儀

▼人丸前～明石間

コンクリート柱墓礎損傷復旧後
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電
力
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▲須磨寺～山陽須磨間

盛土擁壁崩壌に伴う門型鉄柱倒壊

須磨寺～山陽須磨間►
門型柱倒壌復旧後

（アンカーポルト墓礎式コンクリート柱・ビーム新設）



ポートアイランド線

◄ ポー トアイランド線
三宮～貿易センター間
電車線路損傷
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ポートアイランド線►
三宮～貿易センター間

電車線路揖傷 （剛体電車線広範囲に湾曲）

電
力
設
備
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▼ポートアイランド線
三宮～貿易センター間
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六甲アイランド線 電互堅璽
神戸新交通

ー さ

▲六甲アイランド線
南魚崎～アイランド北口間
電車線路・き電線路・高圧配電線路損傷

｀
 

▲六甲アイランド線
南魚崎電源室
無停電電源装置転倒

六甲アイランド線

住吉変電所
▼変電所設置・エアコン転倒

► 
六甲アイランド線

住吉変電所
き電トランス (2号）2次側短絡損傷

六甲アイランド線

住吉変電所
▼き電トランス (1号）2次側がいし破損

電
力
設
備



南北線 電力設備
北大阪急行電鉄

；::t :: ： 

◄ 南北線
江坂駅構内
サートレール脱落 （エンドアプローチ部分）

---•-二
南北線 ►

江坂駅構内

サードレール脱落

（エキスパンシ ョン部ジョイン ト）

電
力
設
備

◄ 南北線
江坂駅構内
サー ドレール脱落 （アンカー レージ部）



御堂筋線・南港ポートタウン線 電力設備
六大阪市交通局

▲南港ポートタウン線

中ふ頭～ポートタウン西間
電車線湾曲
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◄ 
御堂筋線
江坂～中津間
サー ドレール脱落

▲南港ポートタウン線

:~) 
南港東～南港口間
電車線湾曲

◄ 
南港ポートタウン線

南港東～南港口間
電車線復旧後

電
力
設
備

御堂筋線
江坂～中津間

▼サー ドレール脱落復旧作業中

•
— 

◄ 
御堂筋線
江坂～中津間
サー ドレール脱落



西神線 電力設備
神戸市交通局

◄西神延伸線
伊川谷～学園都市間

コンク リー ト柱碁宛際損低

（コンクリート剥離及びクラッ ク）

電
力
設
備

▲西神延伸線

上沢変電所
き電ケーフル用ラック脱落、ケーブル損傷

▲西神延伸線

総合運動公園～名谷間

電車線支持ブラケットがいし揖傷 西神延伸線►
総合運動公園～名谷間

電車線支持ブラケット

がいし損偏復旧

ヽ~

西神線

妙法寺変電所

77kV受電用避電器据え付け部亀裂破損



L—l 

一一
●西日本旅客鉄道（株） 66 

●東海旅客鉄道（株）

●阪急電鉄（株）

●阪神電気鉄道（株）

●神戸高速鉄道（椋）

●神戸電鉄（株）

●山陽電気鉄道（株）

●神戸新交通（株）
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通
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設
備



東海道線

◄ 秦海道線
神戸駅
出発信号襖倒壊

（鋼管柱ベース 〈鋳物〉の上部折損）

信
号
・
通
信
設
備

]
作141他

◄ 秦海道線
神戸駅
出発信号機復旧

（鋼管柱ペースを鋼板溶接した）



信号・通信設備
JR西日本

◄秦海道線
摂津本山～住吉間

地盤移動により閉そく信号襖傾斜

“
 

J
I
 

、,0

山

▲東海道線

芦屋～住吉

閉そく信号慢傾斜復旧後

信
号
・
通
信
設
備

東海道線

秦灘信号場 (JR貨物設備）
▼入換標識傾斜、地盤移動により傾斜

▲東海道本線

秦灘信号場 (JR貨物設備）

入換標識傾斜、地盤移動により傾斜



東海道線・山陽線

◄ 東海道線
住吉～六甲道間

閉そく信号機倒壊

（電カビーム倒壊により信号ハスケット倒壊）

東海道線

六甲道駅

閉そく信号機復旧後

（電カビームの復1日後、信号バスケッ ト及び信

号機構 を新設）

▼ 

じ

信
号

・
通
信
設
備

◄東海道線
六甲道～東灘信号場

閉そく信号機倒壊

（電カビーム倒壊により信号パスケット倒壊）

東海道線

六甲道駅

中継信号機復旧後

（電カビームの復旧後、信号パスケット及び信号携構を新設）
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◄東海道線
六甲道～東灘信号場

中継信号機倒壊

（電カビーム倒壊により信号パスケッ ト倒壊）



信号・通信設備
JR西日本

◄東海道線
六甲道～東灘信号場

器具箱傾斜 ・転倒

東海道線

芦屋～住吉間

器具箱傾斜

（擁壁崩壊により器具箱傾斜、

バッテリー破損）

▼ 

◄ 山陽線
鷹取駅～須磨問

器具箱倒壊

信
号
・
通
信
設
備
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東海道線

◄東海道線
東灘信号場
動作記憶装置転倒

（床面に直置きであったため転倒）

東海道線

東灘信号場
▼木台破損により配線端子盤転倒

ヽ-

信
号
・
通
信
設
備

◄東海道線
東灘信号場
整流器転落

.f—— 

。
国 u 

東海道線

東灘信号場

▼制御盤仮復旧 （仮制御盤を設置）

-― 

◄東海道線
東灘信号場
信号制御盤転倒

（フリーアクセス床の支柱が折損し転倒）



山陽線 信号・通信設備
JR西日本

◄ 山陽線
鷹取駅
信号配電盤 ・整流器転倒
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山陽線

鷹取駅
木製台破損のため電源切替器他転倒 信

号
・
通
信
設
備

山陽線 ►
鷹取駅

ケーブルラ ック損傷

編
直

’醒し` 応し訊殿の実行
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山陽新幹線・東海道線

▲東海道線

住吉～六甲道間
インピーダンスボンド破損

（高架橋の落橋による落下、破損） ▲東海道線

芦屋～住吉間

レールボンド脱落

（地盤沈下 ・移動によりレールが伸長し脱落）

信
号
・
通
信
設
備

◄東海道線
摂津本山～芦屋間

トラフ橋損傷

（路盤陥没により基礎傾斜）
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信号・通信設備
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▲山陽新幹線

新大阪～新神戸間

高架橋の崩落によるLCXケープル伸長

ここ ＿＿•.沿五‘→-.

▲山陽新幹線

新大阪～新神戸間
高架橋の崩落により
LCXケーブル伸長

信
号
・
通
信
設
備

◄山陽新幹線
新大阪～新神戸間

LCXケーブル搬去

ヽ｀

◄東海道線
摂津本山～住吉間

沿線電話器傾斜
（地盤移動により支持柱が傾斜）



東海道新幹線 信号・通信設備
JR軍満

信
号
・
通
信
設
備

▲東海道新幹線

新大阪構内（博多方）

LCX支持金具折損

（外れた架線の巻き付きにより

支持金具折揖）
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► e 
東海道新幹線

新大阪構内 （博多方）

高架橋桁ずれに伴う土砂陥没のため
転てつ機損傷



神戸本線・今津線 信号・通璽墾璽
阪急電鉄

◄神戸本線
春日野道～三宮間

列車脱線による
インピーダンスポンド損倦

，，神戸本線
春日野道～三宮間

．ヽ I-・ バヽ ．→ギ・ンド損福復1日後

，，今津線
西宮北口～門戸厄神間

建物崩壊に伴う踏切設備倒壊

信
号

通
信
設
備

五
]、i
1
k
け

▲今津線
西宮北口～門戸厄神間

踏切設備倒壊復旧後



神戸本線

◄神戸本線
西宮北口～夙川間
信号機用器具箱転倒

神戸本線

西宮北口～夙川間
▼信号機用器具箱転倒

信
号

・
通
信
設
備

▼神戸本線

西宮北口～夙川間

信号機・器具箱倒壊

▲神戸本線

西宮北口～夙川間
信号携・器具箱倒壊復旧



信号・通信設備
阪急電鉄

◄神戸本線
三宮駅継電器室
通信機器架倒壊および

信号用リ レー架損傷

iー

¢̀
du'

I • 
！◄神戸本線

三宮駅継電器室
通信機器架倒壊および

信号用リ レー架損傷

► 
神戸本線

三宮駅継電器室
通信機器架倒壊および

信号用リレー架損傷復1日後

▼神戸本線

三宮駅継電器室
通信機器架倒壊および信

号用リレー架損傷復旧後

’ 

信
号
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本線

◄本線
石屋川～御影間
信号撓倒壊

▼本線

住吉～魚崎間

擁壁崩壊に伴う信号器具箱傾斜

信
号
・
通
信
設
備

▼本線

新在家～石屋川間

高架橋崩壊に伴う信号機および器具箱傾斜

v 

本線

新在家～石屋川間

▼信号機および器具箱傾斜復旧後



信号・通信設備
阪神電気鉄道

▲本線

石屋川車庫信号扱所

信号扱い装置損傷

◄ 本線
三宮駅信号機器室
運動装置等損傷

！ 

本線

元町駅信号機器室
▼連動装置等損傷

◄本線
石屋川駅通信機器室
放送架転倒

信
号
・
通
信
設
備

本線

西宮交換機室

▼整流器取替復1日

本線 ►
西宮交換機室

整流器転倒
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本線

◄本線
冑木駅西方

＇ 

•一ー ・ て占戌． 緊 芥積沼聾i
▲本線

西灘～御影間

信号ケーブル管路復1日

◄本線
新在家～石屋川間
高架橋崩壊による信号器具箱傾斜

本線

元町～岩屋間

▼隧道壁崩壊によるLCXケーブル損傷
／ 

¥1 

----- 火災による架空通信カーブル損傷



信号・通信設備
阪神電気鉄道

・ーエ ◄本線

ゴ
・可， 打出駅

i 
9`云 民家倒壊に伴う踏切用器具箱
,.っ' および踏切障害物検知装讚損傷

本線 ►
打出駅

踏切用器具箱および
踏切障害物検知装置損傷復旧後

信
号

・
通
信
設
備

本線
石屋川車庫構内

▼高架橋崩壊に伴う転てつ携損傷



本線 信号・通信設備
神戸高運鉄道
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◄本線
三宮付近
嵩架橋ATS器具箱転倒

本線

三宮付近
高架橋ATS器具箱転倒復旧後
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・
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本線

長田駅～大開駅間

通信 トラフ損傷

▼ 

L; 

本線

長田～大開間

通信トラフ損傷復旧後

（構造物補強のため トラフルー ト中柱側に変更）
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有馬線 信号・通信設備
神戸電鉄

i
i

』

◄有馬線
湊川～長田間
擁壁崩壊に伴う踏切設備損傷

信
号
・通
信
設
備

▲有馬線

湊川～長田間

踏切道廃止

／／  

◄有馬線
湊川～長田間

LCXケーブル断線

湊川～長田間
LCXケーブル断線復旧





信号・通信設備
山陽電気鉄道

◄須磨浦公園駅
擁壁一部落下による
インピーダンスポンド損傷

須磨浦公園駅 ►
擁壁一部落下による

インピーダンスポンド損傷復旧後
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▲月見山～須磨寺間

踏切道警報攪．遮断攪転倒

.... ． 

月見山～須磨寺間 ►
踏切道警報攪． 遮断撓転倒復旧後
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信号・通信設備
山陽電気鉄道

信
号
・
通
信
設
備

▲山陽須磨駅

継電連動装置 （リレー架）転倒復旧後

◄ 山陽須磨駅

継電連動装置 （リレー架）転倒

◄ 
秦須麿駅

自動列車停止装置
(ATS架）損傷

秦須麿駅

自動列車停止装置

▼ (ATS架）転倒復旧後

顧醗！
蘊
一



ポートアイランド線・六甲アイランド線 信号・通信設備
神戸新交遍
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◄ポートアイランド線
三宮～貿易センター閻
信号・通信線路損傷

（信号ループ座床損傷）

▼六甲アイランド線
住吉駅構内
信号ループ座床損傷

j
 

信
号
・
通
信
設
備

◄六甲アイランド線
住吉駅信通機器室
運転保安設備損傷



第5章 阪神・淡路大震災の経験と教訓
本章は、地震はもとよりその他自然災害の今後の発生に備えた災害に強い

安全な鉄道システムの構築と危機管理体制の整備・強化における一助とす

ることを目的に、今回の震災で受けた被害とその復旧を通して得られた貴

重な経験と教訓を各事業者ことにまとめたものである。

【 5. 1 初動体制と復旧体制 j 

今回の震災により、多くの職員、関係者が居住している地域の連絡網、交通網がことことく寸断

されたため、地震直後の十分な人員確保ができなかったなど危機管理体制をめぐる数多くの

問題点が提起された。今後、地震を含めた突発的な自然災害や大規模な事故災害などの緊急

事態に的確に対応していくために、危機管理体制を充実強化した整備が急がれる。

●西日本旅客鉄道（株）

①初動体制

・地震発生の直後から非常招集体制をひいて社

員と協力業者の招集に努めた。

激しい交通渋滞が発生し、大阪方面からの出

社には特に長時間(7~10時間程度）を要した。

・大阪方面、姫路方面の社員等については比較

的地震の被害も少なかったため、何らかの手段

を使って職場に出社したが、神戸地区の社員に

ついては家族や家屋等の安全を確認した後、連

絡手段が途絶えたりしているので、自主的に出

社した。

・神戸支社等へ出社した社員は、復旧計画の策

定と交通手段の途絶もあって当分の間、くぎ付

け状態となった。

・地震被害の調査が進むにつれ、その甚大さが

判明したので、隣接電力区・信号通信区等への

応援要請の検討を行った。また、隣接の支社等

から応援の申し入れがあった。

②施工会社の手配

地震発生の直後から協力業者の招集に努め

たが、関連会社においては、自ら待機し要請が

あれば出動できる状態の業者もあった。

③対策本部

1月17日、神戸、大阪の各支社に支社長を本

部長とする支社対策本部が設置され、翌18日に

は本社内に社長を本部長とする復旧対策本部

が発足し、輸送対策・復旧工事対策のそれぞれ

の本部が設置された。

④復旧体制

•在来線、新幹線とも被害が甚大なため、復旧

体制は次のように実施した。

1)在来線においてはJR福知山線及びJR東海

道線大阪～立花間は大阪支社が、立花～住吉間

の応急復旧については神戸支社が、同区問の本

復旧については大阪支社が、住吉～東灘間は建

設工事部が、東灘～姫路間は神戸支社がそれぞ

れ担当した。

2)新幹線においては新六甲変電所及び明かり

区間を建設工事部が、伊川き電区分所、姫路変

電所及びトンネル区問を神戸支社が担当した。

・支社業務支援については、本社及び岡山、広

島の各支社から兼務発令を行い1カ月以上の支

援を仰ぎ、その延べ人数は440人になった。

・現場復旧業務支援については、復旧スケジュ

ールを作成し、各支社に対して電力、信通とも5

日単位で支援を仰ぎ、その延べ人数は2,000人

に達した。

・隣接の保守区に対しては常時5~6名の助勤体

制をしいた。

・復旧作業にあたり、請負業者の代表一社を指

定し協力会社のエ区割を行い、復旧体制を整え、

かつ指揮命令系統を一本化し、指示の不徹底を

防止した。地震発生以降全面開通までの間、復

旧工事に従事した延べ人数は、電力関係で約

21,400人、信通関係では約8,700人にも達した。
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●東海脈客鉄道（株）

①初動体制

当日の夜勤者、東京からヘリコプターできた

応援社員および自主的に出勤した社員にて構成

された。



②施工会社の手配

地元業者と名古屋地区の業者を順次派遣し、

24時間体制で復旧作業に取り組んだ。復旧作

業に従事した協力業者数は次のとおり。

電車線； 13社・152名

変 電； 2社・7名

電灯電力； 5社・65名

信号・通信； 6社・35名

③対策本部

新幹線鉄道事業本部と関西支社で現地復旧

対策本部を設置し、被害状況の把握、復旧順位・

復旧パーティーの検討および各系統間の調整を

行った。
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●阪急電鉄（株）

①初動体制

全員非常呼出し体制で出動要請をした。今回

は神戸方面の連絡手段が途絶したため、一部の

人は自主的に出勤してきた。

②施工会社の手配

・地震発生後即時全業者に招集をかけた。

・即時に応急復旧工事に着手し、 24時間の出

動体制を敷いた。

•他社からも業者や作業車などの応援の申し出

があった。

③震災対策本部

地震発生直後の17日午前9時30分に鉄道

本部長を対策本部長とする「阪神・淡路大震災

対策本部」を設置し、鉄道の復旧に関する情報

収集、各部署間の調整、復旧方法の策定、意思

決定を行うこととした。

●阪神電気鉄道（株）

①初動体制

（変電）：緊急連絡経路に従い連絡、出勤した者

から順次現場に出動し、 10箇所の変電所を社

員10名で巡視した。

（電路）：大部分の者は自主的に出勤、西宮と尼

崎に分かれて社員20名、協力業者50名で沿線

を巡視した。

（信号）：一昼夜交替勤務者3名が仮眠中、その

他の者は自主的に出勤した。社員22名、協力

業者46名で沿線を巡視した。

（通信）：自主的に出勤した社員4名と協力業者

10名で沿線を巡視した。

②復旧体制

1月18日野田本社に復旧本部を設置、前線

基地は西宮と尼崎に設置した。

（変電）：メーカに部品手配、技術員派遣を依頼

し社員17名、協力業者50名で復旧に当たった。

（電路）：社員20名、協力業者200名で復旧に

当たった。

（信号）：社員30名、協力業者86名で復旧に当

たった。神戸地下区間の警戒のため春日野道に

24時間体制の保守区を臨時に設置した。

（通信）：社員8名、協力業者10名で復旧に当た

った。

●神戸高速鉄道（株）

①初動体制

全員非常呼出体制であるが、連絡手段が震災

直後より途絶したため各自が自主的に出勤して

きた。交通事情の悪化により、午前中に出勤で

きたのは電気課員の約半数であった。

②施工会社の手配

地震発生直後より施工会社に召集をかけ即時

に応急復旧工事に着手し、 24時間の出動体制

を敷いた。

③対策本部

地震発生直後の17日に社長を対策本部長と

する「兵庫県南部地震復旧対策本部」を設置し、

鉄道の復旧に関する情報収集、各部署間の調整、

復旧方法の策定、意志決定を行うこととした。

④復旧体制

震災直後は技術部、工事部（連立事業実施の

ため神戸市より派遣されていた職員より成る）の

各部が所管の被災施設の復旧にあたっていたが、

新たに日本鉄道建設公団より協力を得て復旧部

を設け、 3部体制で復旧工事を実施した。

●神戸電鉄（株）

①初動体制および施工会社の手配

・非常召集；5:55 非常召集表により技術部全

員を非常召集した。連絡の取れない社員も自主

的に出勤した。

巡回点検；7:30 全線の徒歩巡回点検を実

施した。

・協力会社召集；8：00 被害が甚大であるのを

確認し、各協力会社を召集した。



●山陽電気鉄道（株） ●北神急行電鉄（株）

①初動体制 ①初動体制

宿直者（信通区）以外は、非常呼出体制で呼 全員非常呼び出し体制で出動要請をした。一

び出した。電話連絡が取れない人は、自主的に 部の人は、連絡手段が途絶えたため各自が自主

最寄りの詰所に集合した。 的に出勤してきた。

②施工会社の手配 ②施工会社の手配

地震発生後、当社に入っている業者に対し出 業者は、被害の大きい大手鉄道各社に出動し

動の要請をした。 て手薄であったのと、幸い当社電気設備の被災

③復旧体制 は少なかったので、出動要請はしなかった。

•それぞれの詰所の受持区域を巡回して、随時

被害報告を連絡してもらった。その報告を検討 ●大阪市交通局

して、復旧体制を決定した。 ①初動体制

・道路渋滞のため現場に到着するのに時間が掛 NTT回線が通話規制のため、各個人への連

かったが、復旧工事に着手して、 24時間体制を 絡は取れなかったが、前日からの当直者と、出

敷いた。 勤してきた職員を含めて対応した。

・地震発生直後の17日午前6時に、 4号態勢を ②施工会社の手配

発令して、鉄道営業本部長を対策本部長として、 状況把握を進める中で、電設業者に緊急応援

「震災対策本部」を設置した。 を要請した。

③復旧体制

●神戸新交通（株） 第三軌条の復旧のため、電力関係の職員だけ

①初動体制 でなく保線関係の職員の応援と復旧用資材の提

・連絡手段が震災直後から途絶したため、各自 供を要請し、効率的な復旧体制を敷くことがで

が自主的に出勤してきた。 きた。

•前日の泊勤務者とで全線の徒歩巡回点検を

実施した。 ●神戸市交通局

②施工会社の手配 ①初動体制

地震直後、当社に入っている業者に対し出動 地震直後は、 NTT電話が使用出来たので、 N

の要請をした。 TTの電話で、職員の非常呼び出しを行い、午

③復旧体制 前8時には、職員の8割が出勤し、被害状況の把

地震発生直後の17日午前7時35分に防災 握と応急復旧を行った。

指令第3号を発令して、社長を本部長とする災 ②施工会社の手配および復旧体制

害対策本部を設置し、情報収集、各部署間の調 当局設備メーカー及び線路工事業者の緊急
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査、復旧方法の策定、意志決定を行った。

●北大阪急行電鉄（株）

①初動体制

全員非常呼び出し体制であるが、 NTTの通話

規制により連絡手段が途絶したが、各自が自主

的に出勤してきた。

②施工会社の手配

地震発生後すぐ招集を行い、 NTTの通話規

制がかかる前に大方の現場情報が連絡でき、機

材・現場到着は午前中に完了していた。

呼び出しを行い、電気課本課、保守区、業者の

合同体制を採った。

当初は、工事業者の出動が、十分に確保出来

す、直営主体で行ったが、後で業者主体に移した。



［ 5．2 情報収集（通信網の被害とその対策） J 
地震直後、被災状況を的確に把握するため、被害状況など情報収集に努めたが、連絡網の寸

断により、それは極めて困難な状況であった。また、その後の災害対策本部と応急・復旧作業

にあたっている現場との情報交換も思うようにいかす、迅速かつ的確な復1日作業を行うことが

困難であった。こうした事態を防ぐために情報収集・伝達システムの検討が必要である。

●西日本旅客鉄道（株） ●阪急電鉄（株）

①被害 ①被害

・通信ケーブルが摂津本山～住吉間で地盤移動 三宮駅は電子交換機が倒壊したため、事業用

により、住吉～東灘間では高架橋の落橋により 電話が不通となった。当初は、 NTT電話や携帯

断線した。また、列車無線が立花～西明石間で 電話は通話規制のため全く使用出来なかった。

通話不能となった。ただし、 JR電話は西ノ宮地 ②対 策

区を除いて使用可能であった。 ・マイクロ回線、光伝送路は無事であった。

・通信設備の被害状況調査時には稼働していた ・事業用電話を有効に活用した。沿線電話は約

が、その後、通話不能となったため、再調査を行 500m毎にしかないため移動しながらの通信は

い、埃による故障および停電により非常用蓄電 できなかった。

池が放電したことが判明し、電源が投入される ・移動しながらの通信手段としては保守用無線

まで設備の機能確認に数日を要した。 をローカルな用途に使用した。

・通信機器室に設置されている通信設備につい ・当日午後ヘリコプターを飛ばし、ピデオ収録と

ては、設備を固定していたため倒壊もなく（駅舎 写真撮影を行った。当初、正確な情報が入りに
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とともに倒壊した六甲道配線室を除く）破損は

認められなかった。

・新幹線においては、新大阪～六甲トンネル問

の高架桁の落下に伴い、沿線に布設しているL

EXケーブルが延伸した。

②対策

・高架橋が落橋した六甲道駅では、電話、 FAX

等の情報回線、変電所の遠隔制御回線等重要

回線を早急に構成する必要があり、 NTTの電柱

添架許可を受け、ケーブル迂回構成を行った。

・情報連絡設備として、携帯電話（デジタルホン）

くかった三宮方面の情報把握に努めた。

●阪神電気鉄道（株）

①被害

西灘～御影間の8箇所の高架橋崩壊と共に三

宮～西宮間の交換機中継回線の光ケーブルが

道路を塞いだため切断した。

②対策

・携帯電話、保守無線を使用した。

・NTTメタル回線(4回線）により三宮～西宮間

の交換機中継回線を構成した。

の配備、無線機の確保、構内PHS及びTV会議 ・大阪メディアポート（株）の光回線(17芯）によ

システムを設置した。 り三宮～西宮間の交換機中継回線を構成した。

●東海旅客鉄道（株） ●神戸高速鉄道（株）

①被 害 NTT通話規制により使用できなかったが、事

NTTの通話規制により通話できなかったが、 業用電話を活用した。（事業用電子交換機に被

JR電話は使用できた。 害がなかった）250m毎の沿線電話は思ったほ

②対策 どの効果は上がらなかった。路線はほとんどトン

JR電話を有効に活用した。復旧の際の対策 ネルであるので移動しながらの通信手段として

本部には、臨時回線を構成した。 は構内無線（呼出専用）を活用した。また、徒歩

調査、ビデオ収録と写真撮影により情報把握を

行った。



●神戸電鉄（株）
①被害

新開地の本社が被害を受けたため、電子交換機が使

用不能となり、新開地～丸山間の事業用電話が不通と

なった。

②対策

不通区間の電話回線を鈴蘭台交換機に変更した。当

初はNTT回線が通話規制のため、業者への連絡に支

障をきたした。

●山陽電気鉄道（株）
NTT通話規制により使用できなかったが、事業用電

話及び列車無線を活用した。また約500m毎の沿線

電話により、巡回者が随時報告を行った。現場間の連

絡にはトランシーバを活用した。

●神戸新交通（株）
NTT電話回線の調査を行い使用不能となっていた

大半を使用可能な回線と振り替えて、最低限の外線電

話による通話手段の確保に努めた。

●北大阪急行電鉄（株）
NTT通話規制により使用できなかったが、事業用電

話を活用した。また、移動中の通信手段として携帯用無

線機を活用した。

●北神急行電鉄（株）
モーターカーを最徐行にて入線させ、被災状況の調

査を行った。また、事業用電話は異常なく活用できた。

●神戸市交通局
NTT通話規制により使用できなかったが、事業用電

話を活用した。また、沿線非常用電話機も活用した。移

動はバイク、トロリ及び徒歩によった。なお、震災後の初

期は、復旧工事用の臨時事業用電話とFAXの設置を

行った。

5. 3 復旧内容・エ法（復旧の際の考慮事項） 4 

［ 5．3.1 電力設備 J 
●西日本簾客鉄道（株）

①災害復旧にあたって考慮した事柄

・系統変更等にあたってはジャンパ接続等が数

多く発生したが、圧縮接続では時間がかかるの

で他社等で実績のあるバーンディクリップを使

用し効果をあげた。

・仮受は鋼管パイプの二又とし早期復旧を図っ

た。

・始終着となる駅は大混乱となりホームにお客

さんが溢れるため、使用しないレール上にホー

ムを作り拡幅したが、その上の架線は停電して

いても防護管を取り付け旅客の安全を図った。

・き電系統の変更を行い部分開通させたため、

がいし切り込み、ジャンパ線の接続の工事量が

数多く発生したが、その確認に万全を期すため、

支社及び現場で設備を熟知した経験豊富な主

任等により、昼間よく見える時間帯に実施した。

・実加圧試験実施前には回路構成が正常かどう

かの判断を行うために導通試験を実施した後、

200Vの耐圧をかけ漏れ電流を測定した。その

後実加圧試験を実施した。

・確認試験には電力係員が添乗を行い、異常時

の即応体制に備えた。確認列車及び初列車の通

過状態の確認を行うため、電力関係では渉り線、

エアージョイント等の要注設備及び新設した設

備近傍にはスパークの発生、異音等の監視を行

った。

・シリコン整流器損傷により、移動変電所の仮設

を行った。

・変電設備については、次の試験及び検査を実

施した。

1)変圧器、整流器、交直流しゃ断器、動カ・

手動断路器等の個別検査。特にガス絶縁

開閉装置および変成器の油分析について

は、メーカー技術員の派遣による調査を

実施した。

2)配電盤の総合及び個別検査の実施。特に

ME配電盤は、メーカー技術員の派遣によ

る調査を実施した。

3)部分開通の進捗に伴い、輸送力の増強が

実施された場合、必要により直流しゃ断器

の整定値の変更を実施した。

4)遠制回線通信ケーブルが断線したため、

NTT回線を借用し、迂回構成を実施した。

これにより、遠制による制御が可能となり、

直接運転要員を他の復旧に投入可能となった。

②本復旧（復興）にあたって考慮した事柄

・21世紀を脱んだ設備とするため、大改修とな
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る区間については、き電線とちょう架線を一体と

したハイパー架線とした。これに合わせて、配電

線も地表式のケーブルとした。

・耐震性を向上するために、電柱は出来るかぎ

り鋼管柱、鉄柱を使用した。

・感電事故防止を図るため、き電線を張り替え

る箇所では出来るかぎり装柱分離を実施した。

・機器基礎（重電機器用）には、杭基礎を採用し

た。

・機器架台底部は、等辺山形鋼の大型化と共に、

レジンケミカルアンカーを採用することにより

耐震性を向上した。

•新幹線並列コンデンサはガイシ支持型から耐

震性を考慮した据置型とした。

•新幹線のコンクリート柱は下部2mを炭素繊維

シートで補強し耐震性を高めた。

●東海旅客鉄道（株）
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する危険性があり、電柱とちょう架線を緊縛

して電柱が外側へ倒壊することを防止する。

2)補助ちょう架線とトロリ線の撤去は支持物

工事の直前とし、それまでは撤去しない。

•長幹がいしの検査について

長幹がいしは、物が当たった傷などで折損に

至るので、傷を受けたと考えられる箇所を重点

的にチェックする方法もあるが、長幹がいしが衝

撃に弱い（過去の折損事故の経緯等）ので、基本

的には該当箇所の全数取替を行う。該当箇所は、

1)き電線のがいしが破損した電柱

2)可動ブラケットが上下に移動した形跡のあ

る電柱

3)き電線が断線して当たったと考えられる電柱

・可動ブラケットについて

電柱バンドの移動に伴い、可動ブラケットに大

きな力が加わったと考えられるので、点検と部品

の取替を行う。該当箇所は、

①仮復旧の考え方 l)抑制金具、ロッドが移動したブラケット

・WTBについて 2)水平、斜め主パイプの曲がりがある場合は、

WTBを止めた場合、架線全体が余震により 全体を取替

大きく振動してブラケットなどに大きな被害を及

ぼす場合が想定できるため、 WTBは稼働状態 ●阪急電鉄（株）

のままとする。具体的には、 ①応急復旧

l)WTBは活かしたままとする。 ・余震が続くなか、徒歩巡回を行い、併せて応

2)上下方向にスムーズに動けるようにする。 急復旧を開始した。

（ガイドロッドの取替） ・連絡手段も途絶し半日たっても数km位しか進

3)重錘がばらけて落下しないように、重錘だ まないような異常な交通渋滞が続くなか、倒壊

けを縦方向に2箇所緊縛する。 支持物の撤去や倒壊した駅舎からの車両搬出に

4)WTB機能が正常になり、架線張力が正常 伴う架線撤去など予断を許さない状況が当初2

になるので、支線のたるみを正常に戻して ～3日間続いた。

からWTBロッドの取替を行う。 ・非常食を手配し現場に持参した。

・き電線(AF)・保護線(PW)について ・詰所でも断水が何日も統き、飲料水もトイレ、

現状、懸垂クランプで仮に留まっている状態

であり、懸垂クランプから外れ電線が垂下する

場合がある。そのため、

1)懸垂クランプで留まっている箇所など危険

な箇所から、優先的に撤去を行う。

2) 516km700m~JR西日本の境界まで、

AF、PWを撤去する。

・電柱倒壊防止について

き電線を撤去した場合、電柱を内側に引き止

める力は架線だけとなり、長幹ガイシが破損し

た場合に電柱は外側に倒壊する。そのため、

1)座盤付きコンクリート柱は余震により倒壊

風呂用の水も全く無い状態が続いた。

・当社では、緊急指定を公安委員会から受けた

業務用自動車が9台あり、このような緊急時にお

いては非常に有効であった。

②仮復旧

（電力線路関係）

・傾斜起こし、支線設置、鋼管柱による仮受支

持、電車桁繰り上げによる電車線高さの確保を

行った。

・部分運転のための渡り線仮設に伴う支持物建

植、絶縁切り込み、撤去、ポリ管防護を行った。

・脱線車両搬出、復旧のための架線移設を行っ



た。（三宮、宝塚南口160tレッカー）

・高架橋、擁壁撤去に伴い支持物を撤去した。

・送電線、配電線、き電線を迂回仮設した。土木

構造物の改築に伴い支持物を撤去したため孤立

した変電所への特高送電ルートを確保するため

に市街地の道路上に支持物を建植（一部NTT

柱を借用）し、一部線区の早期部分開通を可能

とした。変電所から支持物とレール撤去箇所を

経由して離れた支線への高圧配電、き電負き線

ルートを確保するために線路敷にケーブルを仮

設して早期部分開通を可能とした。

（内線関係）

・踏切照明柱の傾斜起こし、脱落照明器具の復

旧、移動した変圧器の復旧を行った。

・ホーム上家撤去箇所の仮設照明器具の設置を

②本復旧

（変電関係）

•西宮変電所の代替えとして今津変電所を、半

壊した芦屋変電所の代替えとして青木変電所を

それぞれ新設した。

・高調波対策として12相式シリコン整流器を採

用、また、将来の個別受電を考慮した。

（電路関係）

・支持物はエ期短縮、軽装化を図るため鋼管柱

を採用した。

・電車線、き電線は電圧降下を防ぐための増強

を行った。

・支持物の荷重軽減のため配電線をケーブル化

し、トラフ内に敷設した。

行った。 ●神戸高速鉄道（株）

・撤去した高圧受電盤を再用した。（仮伊丹駅） 電気設備は大開駅部および高架部を除けば

・臨時改札、詰所、代替バス停留所などへの電 ほとんど被害を受けなかった。これらの区間の

源を仮設した。 電気設備については被災直後より、点検、小修

・高圧受電ができない駅へ関西電力の引込を行 理、各種検査を実施し運転再開に備えた。

った。 また、運転再開区間・時期がそれぞれの区間

・駅舎コンコース壁面、天井、柱基碇部の補修 で異なったため、電車線路の切り込み仮設、仮

に伴う仮設を行った。 受電設備等を設置し運転を再開した。

（変電関係） 一方、大開駅部を含む高速長田～新開地間

・電源のない変電所へ関西電力を低圧引込し制 と高架部（花隈～阪急三宮間）では電気設備の

御電源と蓄電池充電用の電源を確保した。 被害も大きく、また、土木設備の復旧工事のた

・損壊した整流器用変圧器を取り替えた。 め、被害を受けていない電気設備についても撤

去、移設、復旧工事を行った。これらの電気設

●阪神電気鉄道（株） 備は製作に長時間かかるような特殊な設備もあ

①応急復旧・仮復旧 るので出来うる限り再使用することとし、全て原

（変電関係） 形復旧を基本とした。

・自社送電線の断線により春日野変電所の22k しかし、高速長田～新開地間では中柱・側壁

v受電が停止したため、次の対応を行った。 の補強構造物を設置するのに伴い建築限界が

1)関西電力から6.6kV、lOOkWを臨時受電 縮小されたため、トンネル内電車線高さ及び電

2)神戸高速鉄道から6.6kV、lOOOkWを臨 カケーブルのトラフルート等は変更して復旧し

時受電 た。

3)関西電力から30kV、3500kWを受電、 1)、

2)の臨時受電を停止

•西宮変電所が全壊したため、鳴尾変電所に配

電用2000kVAの変圧器を仮設した。

（電路関係）

・門型鉄柱は鋼管柱により補強、片持鉄柱は鉄

板を溶接して補強、コンクリート柱は基礎部を枕

木により補強した。
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●神戸電鉄（株）

原則として原形復旧であるが、以下の点で改

良した。

・コンクリート柱の径を太くした。有馬線湊川～長

田間のコンクリート柱は、昭和40年代後半に建て

替えを行った箇所であり、当時の設計基準が径

300mmであったが、今回は見直しを行い、現在

の複線門型柱の標準である径350mmとした。



・コンクリートトラフを大型化した。有馬線湊川

～長田間のコンクリートトラフは従来11号（内寸

法70mm)であったが、 12号（同120mm)に変更

した。これは、前述と同じく現在の標準設計に

よる変更である。

●山陽電気鉄道（株）

・運転を開始することに、最重点をおいて復旧

体制を組み立てた。復旧見込みの立つ網干線・

明石～姫路間の開通をめざして、復旧に請負及

び直営合同で取り組んでいった。

・断線した高圧線の復旧、がいし割れの交換等

に全力で取り組み翌18日に網干線・明石～姫路

間の運転を開始することができた。
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●神戸新交通（株）

・被災した電気設備のうち、インフラ構造物上

に敷設された電線・ケーブル類は、損傷部のみ

の張り替えおよび既設ケーブルとの接続によっ

て対処した。また、電車線等も損傷部分のみを

新品に取り替えた。

これら電気設備の復旧工事においては、イン

フラ構造物および案内軌条等の軌道設備復旧

工事との工程調整が大きなウェートをしめた。イ

ンフラ構造物上に敷設する各電線・ケーブル類

は桁の据付・調整後にせざるを得ないし、また、

電車線については、案内軌条面・走行路面を基

準とした高低・出入精度が必要で、それら軌道設

備との工程調整を行い、何れも短期間で復旧エ

事を行う必要があった。

・磯上変電所の地中管路の復旧においては、三

宮方面へいったん仮設トラスでき電・配電して開

業し、橋脚基礎部の復旧後、夜問作業にて立ち

上がりダクト内への本設切替を行った。

●北大阪急行電鉄（株）

早期復旧のためサードレール上面の保護カバ

ーを撤去するには、長時間を要するため保護力

バーを撤去せす、サードレールをがいしへ載架

することとした。その方法として、保線係と共同

で脱落した位置でサードレールを起こし、一旦

まくらきを短く切った台木の上に乗せ、電気係

で横移動のうえ正規の位置に戻しがいしに載架

した。

●北神急行電鉄（株）

電気設備の被害については、剛体架線支持点

で取付金具が外れた程度で他に異常なく、直営

作業にて即日復旧した。

●大阪市交通局

御堂筋線関係）

•第三軌条の被害のなかった中津～中百舌鳥間

の地下部分については、徒歩による巡視を行っ

た後、早期の送電再開をめざした。

•江坂～中津間の高架部の復旧については、新

大阪～中津間を第一段階として17日17時30

分頃に完了し、江坂～新大阪間を第二段階とし

て、翌18日3時頃に完了した。

・高架部の第三軌条復旧にあたっては、大破も

しくは橋下へ落下したがいしを復旧して仮復旧

とした。その後、材料を揃えて本復旧とした。

・き電線・ジャンパー線自体には損傷がなかった。

（ニュートラム関係）

・被害を受けた電車線（剛体複線式）の復旧を1

月17日中に完了し、復旧とした。

●神戸市交通局

（電車線関係）

・クラックの入ったコンクリート柱の薬注及び電柱バンド

で仮復旧を行い、本復旧はカゴビームを取り付けた後、銅

管柱に取り替えた。

・電車線の支持ブラケットの碍子取替は、誘導無線架線

の復旧工事と同時に取り替えを行った。

（変電関係）

・き電ケーブルラックが落下・損傷した上沢変電所では、

回路を切り離すと共に、隣接変電所より直流給電を行った。

・変電所・電気室の中柱復旧工事のため、機器の移設を

行い、また、復旧工事の際の柱及び床のはつり時の多量の

粉塵が発生し、キュービクル・機器を防塵シートで保護した。

・落下したケーブルラyクは、吊径間を短くすると井こ耐震

強化を行った。

（電線路関係）

・箱型隧道の土木躯体の復旧工事に支障する電路設備

（誘導線、電カケーブル及び電線棚等）の仮移設を行い、

中柱等の復旧工事が、終わり次第、現状に復旧した。

・当局の電気関連の震災復旧工事でな、この土木復旧エ

事に伴う、電気設備の支障移転工事が、主な工事であっ

た。



し 5.3.2 信号・通信設備 1 
●西日本旅客鉄道（株）

①災害復旧にあたって考慮した事柄

・如何に短期間で折返しの連動を完成させるか

が、復旧の成否を大きく左右する。電子連動装

置(1形・2形）の連動変更は、長期間（軽微な変

更でも約2カ月）工期が必要となるため、須磨駅

(2形）は継電連動により仮復旧、鹿取駅(1形）で

は、運転保安上問題のないことを確認した後、

現場設備を既設の連動に合わせる変則的な方

法で仮復旧を行った。

鷹取駅は信号機器室が傾斜し、サイリスタ整

流器、配電盤が転倒、リレー架が傾斜していた

ため電子連動の機能確認を優先して行った。

住吉駅、灘駅及び須磨駅では2線折返しを想

定し、仮設の継電連動装置、制御盤等を早期発

注し、復旧工事のエ期を短縮した。

・仮設備の設置にあたり、使用しない設備を転

用、また現用復帰を考慮した現場設備の活用を

行った。とくに、灘～神戸間で下り内側線を上り

線として使用し、 2線運転で仮復旧させることと

なり、下り内側線用の信号制御ユニット、軌道回

路等を上り線用として再用し、復旧資材の節減、

工期短縮を計ったりただし、信号機構、 ATSに

ついては本復旧時の作業を考慮し仮設した。

運動変更、結線変更等にあたっては、復旧とい

えどもチェック機関は通常と全く同様のルール

で行い、運転事故等が発生しないよう万全の注

意を払った。

運転再開に伴う試験体制は短時間で切替える

必要があり、設備毎に試験要員を配置した。

②本復旧（復興）にあたって考慮した事柄

・通信回線の危険分散

・マルス端末を老朽取替に合わせてMR型に取替

・21世紀を脱んだ設備とするため軽量化及び電

球をLED化した信号機構に取替

・搬送端局装置PCMをEMPLEXに取替（西ノ

宮～神戸間）

・光ケーブルの布設

●東海腑客鉄道（株）

・転換鎖錠装置の復旧については施設の工程に

合わせて実施したが、 一度仮復旧して、 518k200

m以西の材料搬入を行い、作業の進捗状況を考

慮して、全交換を短期間で行う難工事であった。

・新大阪駅の西構内67、68号ポイント及び新大

阪516k300m以西を使用停止して昼間も作業時

間帯とし、復旧作業にあたった。

●阪急電鉄（株）

倒壊、傾斜した信号機、信号器具箱等の機器、

放送機器、案内装置等を復旧した。

部分運転のための信号機建植、電気転てつ器、

連動装置を仮設した。

・高架橋、擁壁撒去に伴い通信ケーブルを撒去、

仮設（関電柱、 NTT柱に共架）した。

・コンクリートトラフを復旧した。

●阪神電気鉄道（株）

①応急復旧・仮復旧

運転区間の拡大に伴い、青木、御影、西灘に

折返設備を仮設（西灘の折返設備は後に継電連

動装置に取替）した。

・元町三宮、大石の継電連動装置、岩屋～御

影間の閉塞装置を補修した。

・NTT、大阪メディアポート（株）の回線を借用し、

交換機中継線、 CTC回線、駅務オンライン回線

等に使用した。

②本復旧

・元町、三宮、大石、石屋川車庫の連動装置の

電子連動化、大石～御影間の閉塞装置の無絶

縁軌道化を行った。

西 灘～御影間の光回線を20芯から40芯に増

強（被覆色をオレンジ色にした）した。

●神戸高速鉄道（株）

・［大開駅部を含む高速長田駅～新開地駅問と

高架部（花隈駅～阪急三宮駅問）］

電気設備の被害も大きく、土木設備の復旧工事

のため、被害を受けていない電気設備について

も、撒去、移転、復旧工事を行った。製作に長

期問かかるような特殊な設備もあるので出来う

る限り再使用することとし、全て原形復旧を基

本とした。

・部分運転のたぬ別反設折り区し設備を設置した

・不通区間をバイパスするための仮設通信線を

設置した。
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●神戸電鉄（株）

・コンクリートトラフの大型化（現在の標準化）

有馬線湊川～長田問のコンクリートトラフを

現在の標準設計に変更(ll号→12号）した。

・閉塞信号機の増移設

有馬線湊川～長田間上り線は、輸送力増強対

策として予定していた閉塞信号機の増移設（各1

基）を行った。

・踏切道の廃止

有馬線湊川～長田間会下山踏切道は、第一種

甲踏切道であったが、擁壁崩壊に伴い遮断機、

警報機が各一基損壊した。地元との協議により、

別ルートを確保することで当該踏切道を廃止す

ることとした。
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●山陽電気鉄道（株）

運転を開始することに、再重点をおいて復旧

体制を組み立てた。復旧見込みの立つ網干線・

明石～姫路間の開通をめざして、復旧に請負及

び直営合同で取り組んでいった。柱上変圧器・

信号機・踏切装置・各駅の連動装置の試験に全

カで取り組み、翌18日に当該区間の運転を開始

することができた。

●神戸新交通（株）

①通信の確保

・ポートアイランド線の構内電話回線は通信ケ

ーブルの切断された駅舎を除き、交換機を含め

て被災しなかったが、六甲アイランド線は交換機

設置駅が受電不能のため、仮設交換機を設置し

た。また、無線による通信の確保のため、前述

の駅舎にあった基地局設備の移設を実施した。

②部分開業・全線開業時の対応

・ポートアイランド線、六甲アイランド線共に、

部分開通の実施に対して現場配線、機器等の仮

設・改修により保安機能を損なうことの無いよう

に考慮した。また、六甲アイランド線の魚崎～マ

リンパーク駅間の輸送対応時には、 ATC信号

送信装置を魚崎駅に仮設し対応した。

•1呆安装置の各種検査も開通区間に応じて細

かく実施し、全線開通時にも改めて同様の検音

を行った。更に、全線開通時には自動運転装置

の動作機能を検査し、開業当日より自動運転に

よる営業を再開した。

③復旧工事対応

・高架橋等のインフラ構造物を大規模に補修す

る区間においては、電線・ケーブル類の新設お

よびジョイント、検査等をインフラ復旧工事に並

行して施工した。

・全てを原形復旧することで対応したが、ポー

トアイランド線の光ケーブルについては、新作不

能であったため、心線種別の変更を実施した。

・住吉駅においては駅舎の解体・再建設に伴い、

信通機器類の一時撤去、メーカー工場検査、再

設置、検査により対応した。

●神戸市交通局

・運行管理装置の中央装置のシステムコンソー

ル(2重系の片系のみ）のケーブルは、予備ケー

ブルに張り替えた。

・部分開通に伴い、行き先案内表示の不具合対

策を行った。

・機器室は、 中柱の復旧工事のため、中柱取付

機器および配線の移設並びに防護を行った。

・誘導無線架線(OW線4mm)は、直営工事で

端切れ割入れにて、応急復旧工事を行い、本復

旧は、張り替えを行った。

・箱型隧道の土木躯体の復旧工事に支障する電

路設備（誘導線、非常電話機、信号機器箱、信

号通信ケーブル）の仮移設を行い、中柱等の復

旧工事が終わり次第、現状に復旧した。電気関

連の災害復旧工事では、この土木復旧工事に伴

う支障移転工事が主な工事であった。



し 5. 4 困ったこと ＿1 
今回の地震による被害とその復旧のなかで経験した、困ったことの主な事柄は次のとおりである。

1)地震直後、 NTTの電話や携帯電話は通話規制により使用できなかった。

2)有効な移動通信手段を持っていなかった

3)電気・水道及びガスが停止し、復旧要員の衣食住に困難を極めた。

4)交通渋滞により、物資の移動、作業員の移動に長時間を要した。

5)情報収集要員、復旧作業要員、踏切監視要員など要員手配が困難であった。

6)出勤の足の確保に苦心した。

●西日本旅客鉄道（株）

・NTT電話は地震直後から次第に混乱し始め

通話不能の状態となった。

・携帯電話が輻穀し使用できなかった。

・現場区を含めて屋内の電気、水道及びガス等

のライフラインが停止し、復旧要員の衣食住に

困難を極めた。

・現地被害調査に伴い、情報収集人員の投入不

足により正確な情報が入手できなかった。

・列車の運転計画が、土木、軌道の復旧状況と、

った。詰所が断水となり、飲料水、卜nノの水が

ない状態が続いた。

●阪神電気鉄道（株）

・交通渋滞により作業員の移動、食糧・飲料水

の補給に長時間を要した。

・工事用電源の確保に苦労した。

・社内電話が不通となり連絡の確保に苦労した。

●神戸高速鉄道（株）

お客様の流動を予測しながら決定されるため、 震災直後は、ライフラインの途絶した中での

対策会議等において最終（案）が変更されること 長時間の復旧工事となり、比較的被災の少なか

があり、復旧日時の決定時、間に合うか否か判 った神戸以西の者で食料調達班を編成し、現場

断に苦虚した。 に運搬したが、異常な交通渋滞のため、たびた

・駅間等で脱線あるいは停車した列車の回送に び遅れた。交通渋滞が続く中、物資の輸送、施

伴い、踏切監視員が必要となったが、電気設備 工会社の作業員の集合の遅れなどで、作業計画

の復旧作業に人員を割いていたため、監視員の に再三変更が生じた。

手配に苦感した。

・交通渋滞により移動に長時間を要した。 ●神戸電鉄（株）

復旧作業に携わる現場への食料を手配し自

●東海旅客鉄道（株） 動車で持って行ったが、交通渋滞が激しく、昼食

・非常呼出等でNTTの電話がほとんど使用で

きなかった。

・自動車による出勤が不可能であった。

・地元業者への連絡が取れなかった。また、移

動手段が絶たれていたため時間がかかった。

●阪急電鉄（株）

・NTTの電話や携帯電話は通話規制により使用

できなかった。

・有効に活用した社内電話の現場端子箱は、

500m毎にしかなく、移動しながら通信できな

いのが難点であった。

・作業員、資材運搬用車両が渋滞に巻き込まれた。

・復旧現場での食料・飲料水の調達が困難であ
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が届くのが夕方頃になってしまうようなことがし

ばしばあった。現場において、切損したコンクリ

ート柱の鉄筋をガスで溶断しようとしたが、周辺

でガス漏れが発生していたため施工できす、復

旧が遅れてしまった。

●山陽電気鉄道（株）

・交通渋滞により復旧作業が思うようにはかどら

なかった。

・拠点となる詰所のガス・水道が止まり、復旧す

るまでに長時間を要し、食事やトイレに苦心し

た。特に被害の大きかった須磨区の詰所では、

水道・電気・ガスがストップして、詰所が孤立状態

になり、食物・飲物が不足した。



●神戸新交通（株）

・出勤の足の確保に苦心した。

•本社・詰所の水道・ガスが止まり、復旧までに

長時間を要し、食事やトイレに苦心した。

・交通渋滞で業務用自動車による移動が固難で

あった。

・作業場所が多い時、移動の足と通信手段の確

保に苦労した。

●大阪市交通局

復旧現場が江坂～中津間（約6km)の高架部

分であり、有効な移動通信手段を持っていなか

ったため、指揮者間の連絡が取りにくかった。他

部署からの応援は自動車を利用したが、交通事

情が悪く、本格的な復旧体制を確立するまでに

時間がかかった。

●神戸市交通局

・交通渋滞で、業務用自動車の移動が困難であ

った。

・工事業者を集めにくく、集めることができても

地元以外の業者では、来るのに時間がかかった。

・工事業者の宿泊場所の確保ができなかった。

・現地の飲食店で食事ができす、食料と飲料水

を持ち歩いた。

・NTT電話がかかりにくく、初期に連絡の取れ

た職員と自主出勤者を除いて、連絡を取るのに

長時間を要した。

・開かない扉をバール等を使用して、開けるの

に苦労した。

・手持ちの緊急資材では対応不可能な被害があ

った。

・高架橋のコンクリート柱基礎が、高架橋の壁

の外側にあり、点検が困難であった。

・支持物の復旧方法の決定に時間を要した。

・復旧工事等で防塵マスクが必需品であった。

・地下部では作業スペースが狭く作業効率が低

下した。

資材運搬用トロリーと復旧工事用トロリーが輻

穀してしまった。
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r 5. 5 役立ったこと 】

情報収集・復旧作業の際に役立った主な事柄は次のとおりである。

l)社内電話が有効であった。

2)情報収集、連絡に携帯電話が役立った。

3)作業員の移動の際、単車と自転車が役立った。

4)他社から多数の応援を受けることができた。

5)復旧に関する申請、届出等が簡略化された。

6)震災復興物資輸送標章の交付は材料運搬等で役立った。

●西日本旅客鉄道（株） 復旧資材については、製作メーカー及びJR他

名駅のNTT電話が災害時優先登録されてい 社の御厚意により、優先して使用させていただ＜

た。 ことができた。

・復旧作業において携帯電話が非常に威力を発

揮し、その便利さを痛感した。 ●東海旅客鉄道（株）

・交通手段が無く、自転車、バイクを活用した。 • JR電話や単車が非常に有効であった。

・復旧にあたってJR他社、当社の支社（金沢～

福岡）及び関係業者等の広範囲にわたる多数の ●阪急電鉄（株）

応援を受けた。(JR他社を含めた社員だけでも ・社内電話が非常に有効であった。

約2,400名にのぽった） ・緊急指定の業務用自動車(9台）は非常に役立

復旧に関する申請、届出が官公庁等の迅速な つた。

対応によりスムーズに実施されたことと、災害復 ・申請・届出等の手続きが簡略化された。

旧車両が優先扱いされ交通渋滞による影饗を少 ・復興物資輸送車両標章の交付が役立った。

しでも無くすることができた。 •他社からの応援の申し出があった。



・MCA無線を借用することができ、非常に役 ●大阪市交通局

に立った。 ・保線関係職員や電設業者の応援により復旧時

間を短縮できた。

●阪神電気鉄道（株） ・ニュートラムにおいては、当時施工中の電車線

・作業員の移動の際、単車と自転車が役立った。 張り替え工事が進行中だったため、納入済みで

・情報の収集、連絡に携帯電話が役立った。 あった電車線を復旧用に転用することで即時に

対応ができた。

●神戸高速鉄道（株）

・運輸省より復興物資輸送車両標章の交付を

受けて材料運搬等で多いに役立った。

・自営の通信網が非常に大きな強みであった。

•特に、無線通信系は移動体通信手段として大

いに威力を発揮した。

●神戸電鉄（株）

・有馬線長田駅に折り返し施設を設置するに

当たり、近畿運輸局と相談した結果、当該復旧

工事に係わる仮設施設については申請、届出

が不要となった。

・復興物資輸送車両標章の交付により、作業車

が現場までスムースに到着することができた。

・地元の協力により昼夜で工事施工が可能と

なったため、大幅に復旧時問の短縮が可能と

なった。

•本社ビルが使用不能となり、本社業務が麻痺

したが、有馬線谷上駅のSHビルに本社を早期

に移転し、業務再開ができた。

●山陽電気鉄道（株）

・近畿運輸局の臨時出張所が姫路市白浜町に、その

後神戸市東灘区に開設されて大変便利であった。

・被害の大きかった須磨区の詰所では、水・電

気・ガスがストップして、詰所が孤立状態になり、

食物・飲物が不足した。急逮単車を手配して、物

資の運搬に使用した。交通渋滞時の輸送手段と

して、大いに役に立った。

・運輸省より震災復興物資輸送車両標章の交付

を受け、材料運搬等で大いに役立った。

●神戸市交通局

・交通渋滞の中、単車が多いに活躍した。

・電力供給の要である電力指令所が激震地区よ

り離れた位置にあったため、電力指令業務に支

障がでなかった。

・復旧工事区間にトロリーを常駐させ、渋滞して

いる道路の代わりに作業員の移動手段として有

効であった。

・トロリーの留置線及び作業基地が被害の大き

かった上沢駅と三宮駅にあった。

・臨時の業務用電話及びFAXが多いに役立った。
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●神戸新交通（株）

震災復興物資輸送車両標章の交付は役に立った。

・携帯電話が有効であった。



【 5. 6 今後の課題と対策 ］ 

今回の地震を教訓として生かすために、今後検討すべき災害対策の主な課題は次のとおり

である。

1)初動体制の見直し 5)設備の耐震対策

2)通信連絡手段の確保 6)本社機能代替対策

3)復旧人員の食糧と飲料水の確保 7)指令所代替対策

4)復旧用機材及び資材・ 予備品の確保

●西日本旅客鉄道（株） ●神戸高速鉄道（株）

・今回の震災を教訓として、以下の項目につい ・電気通信事業者の無線網および自営の新しい

て検討を実施している。 携帯無線のような通信連絡手段の確保

(l)初動対策 ・非常呼出体制に通信連絡手段が途絶した場合

(2)防災対策 の「社員が住居する地域のローカルな連絡体制」

1)予防保全対策（耐震性向上） の検討

2)被害最小化対策（地震感知システムの強化）

3)復旧対策（災害予備品備蓄） ●山陽電気鉄道（株）

(3)本社機能代替対策 ・通信ケーブル等の断線により、連絡方法が無

(4)指令所代替対策 くなった時の対策の検討

(5)通信網多重化対策
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●東海脈客鉄道（株）

• 土木構造物の耐震強化

・指令所の代替対策

・通信手段の強化

・電化柱等電気設備の補強

・非常参集体制の見直し

●神戸新交通（株）

・通信連絡手段の確保

・復旧人員用の食糧と飲料水の確保

●大阪市交通局

・自社の有線通信回線が不通になった場合の通

信手段の確立

・復旧用機材及び資材・予備品の確保

●阪急電鉄（株）

・社内回線による携帯電話システムの開発

・復旧人員用の食糧と飲料水の確保

・初動体制の見直し

●神戸市交通局

・直営職員の技術力の確保

・災害直後に十分な工事業者を集めるのは困難

であり、直営で仮復旧ができる技術力の習得お

●阪神電気鉄道（株） よび技能訓練

・執務時間外に災害が発生した場合の初動体制 ・災害復旧時の後方支援の確保

の見直し ・食糧・飲料水の確保及び運搬と災害復旧記録

・出動基準の明確化 の整備

社内電話回線が不通になった場合の通信手段

の確保（有線または無線によるバックアップルー

トの確保）

・受送電系統の考え方（変電所個別受電）



（ 5． 7 その他 ］ 
●西日本旅客鉄道（株） ●神戸高速鉄道（株）

・地震により被害を受けた山陽新幹線の電車線 ・今回のような震災では、通信連絡手段、交通手

設備の線条類について、強度低下による取替等 段が寸断されたため、通常の非常呼出体制が取れ

の必要の有無を鉄道総研に依頼し確認を行った。 す、社員の自主判断に委ねるところが大きかった。

・逐次、部分開通していく中で比較的被害の少な ・事務所等では、書棚の他あらゆる物が倒れた。

かった和田岬線への連絡線の一部を電化すること 「やるべき事をきちんとやっておく」事が出来て

により、須磨～神戸間の開通ができることとなった。 いなかったことを反省している。

・信号設備も信号機・バスケットの倒壊、ケーブル

断線等多大な被害を受けたが、運転保安設備の ●褐l戸＂駈鉄（樟：）

中枢機能である連動装置はリレー架、整流器の転 ・緊急事態対策および防災体制についてそれぞれ

倒等の被害を受けたものの電子連動機及び継電 規定を定め、さらに運輸と技術個々に細則を設け

連動機とも連動機能には異常なく稼働できたこと ている。今回の震災に対しても、これらの規定に基

が、復旧を短縮するひとつの要因であった。 づき全社員が行動し、特に問題はなかった。

・復旧にあたり担当社員のみならす、問題意識 ・当社で最も被害の大きかった区間は、今回動

を共有化し全員が知恵を出し合い、議論、検討 いた断層上にあり、くつきりと断層が確認できた。

することにより、例えば保安装置の要である電子 ・当社で最も被害の大きかった区間は、朝のラ

連動の仮復旧、灘～神戸間2線復旧時に逆線信 ッシュ時間帯で2分30秒問隔で運行しているこ

号設備を一時、転用等を行うことにより短期間 とを考えると、早朝に発生したことが改めて幸い

で復旧させることができた。 したと感じている。

・復旧を通じて各個人の技術力向上等がはかれ

たが、これらの貴重な経験を次の世代に引き継 ●山陽電気鉄道（株）

いでいくことが、今後の課題であり使命である。 非常時では安全を忘れがちだが、この様な時

こそ安全第ーを訴えていく必要がある。

●東海旅客鉄道（株）

•関西支社および新幹線鉄道事業本部の復旧 ●神~~交通（株：）
協力体制が大きな力を発揮し、京都～新大阪間 主な電気設備の被災は軌道上の設備であり、ケ

の運転再開がわすか3日目に可能となった。 ーブルの切断・損傷・電車線および支持材の変形等

・東京からヘリコプターを利用し、現地への乗り は、軌道桁の被災による被害であった。これらは、

込みが非常に早かった。 地震動そのものによる被災は軽微であっても、橋

・地震発生時刻が夜間作業終了後のき電開始 梁・橋脚等のインフラ構造物の復旧のために撤去
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と初列車発車の間であったのは、幸いであった。

●阪急電鉄（株）

・災害に限らす役員の事故、誘拐、企業秘密の

漏えいなどといった企業活動全般にわたっての

危機管理マニュアルを作成した。

●阪神電気鉄道（株）

•関西地方に大地震はないと思っていた。

・同業他社、メーカー、工事会社等各方面から

の協力が有り難かった。

•自治体、警察、沿線住民の理解と協力が得う1た。

・災害復旧の緊急施工を無事完遂できたことは、

大きなノウハウの蓄積となった。

および切断が必要となったものである。

●北神急行電鉄（株）

・当社路線は、殆どの部分が山岳トンネルであ

るのと、比較的新しい設備であるためか、地震の

規模の割には被害が小さかった。

•今回のように同一地域の同業者が多数被災す

ると、応援の工事業者は被害の大きな事業者に

集中してしまう。したがって被害の程度は小さく

とも、直営での復旧が困難な場合は、被害の程

度の大きさに関係なく運休期間が長引いていた

のではないかと思われた。



あとがき

早いもので、昨年の 1月 I7日に起きた阪神・淡路大震災から 1年

以上も過ぎてしまいました。この大震災により関西地区の鉄道は、甚

大な被害を被りましたが、被災された各鉄道会社の方々の必死の努力

により、短期間に復旧されました。関係された方々のこ努力に敬意を

表したいと思います。

しかしながら、この震災は、私たちに数多くの貴重な教訓を残して

くれましたので、日本鉄道電気技術協会では、技術委員会第 1分科会

において、被災された関西地区の各鉄道会社のこ協力を得て、鉄道電

気設備の被害状況、応急復旧を含む復旧方法等について調査し、資料

として取りまとめ、後世への記録として残すこととしました。

第 1分科会として今回は、電気設備の耐震性に関する調査研究につ

いては、他の委員会にお任せし、被害状況の記録をできるだけ多く、

また資料の散逸する前に集めさせて頂き、一冊の本として纏めること

を目的として作業を進めました。

阪神・淡路大震災の被害を受けられた各鉄道会社の関係者の皆様に

は、復旧後の様々な事後処理で大変お忙しい中、本分科会の目的とす

るところを理解して頂き、被災状況の写真やら、被害状況の記録、被

災時および復旧時における貴重な経験やそこで得られた教訓をお寄せ

下さつて、大変ありがとうこざいました。

所期の目的どおりにこの本を纏めるには、今回の大震災は余りにも

大き過ぎたと言う所が実感でありますが、被災された各鉄道会社の関

係者の皆様と第 1分科会の委員の皆様の絶大なこ‘協力により、阪神・

淡路大震災の記録を編纂することが出来ました。鉄道電気設備に関係

する皆様が、今後の地震対策を検討する上で少しでもお役に立てれば

幸せです。

平成8年3月

技術委員会

第1分科会分科長

宗宮博行



技術委員会第 1分科会構成

分科長宗宮博行

委員伊藤興一郎

II 持永芳文

II 原 洋二

II 内木直和

II 宮本和博

II 小 浜 真 司

II 五 味 保 雄

II 江野島順一

II 榊 剛夫

II 寺地俊勝

II 安藤正博

II 池田忠蘊

II 伊藤二朗

II 山田亮一

事務局木暮隆雄

（順不同）

東海旅客鉄道株式会社建設工事部次長

日本鉄道建設公団 電 気 部 電 力 課 課 長

（財）鉄道総合技術研究所電力技術開発推進部主幹技師

東日本旅客鉄道株式会社施設電気部電力課課長

東日本旅客鉄道株式会社施設電気部信号通信課課長代理

西日本旅客鉄道株式会社電気部主幹

帝都高速度交通営団 電気部電気事務所所長

京王帝都電鉄株式会社電気部電力課課長

大阪市交通局 技術部電力課課長

阪急電鉄株式会社 電気部調査役

阪神電気鉄道株式会社電気部通信課課長

株式会社日立製作所 システム事業部主管技師長

日立電線株式会社 パワーシステム研究所所長

（社）日本鉄道電気技術協会技術主幹

（社）日本鉄道電気技術協会理事

（社）日本鉄道電気技術協会調査役

編纂協力会社
（順不同）

西日本旅客鉄道株式会社、東海旅客鉄道株式会社、

阪急電鉄株式会社、阪神電気鉄道株式会社、

神戸高速鉄道株式会社、山陽電気鉄道株式会社

神戸電鉄株式会社、神戸新交通株式会社、

北大阪急行電鉄株式会社、北神急行電鉄株式会社、

大阪市交通局、神戸市交通局
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お詫びと訂正

「阪神淡路大震災鉄道電気設備の被害と復旧の記録」に下表の誤りがございま

したので、お詫びして訂正いたします。

正誤表

ページと位置 誤 正

P. 3 表ー 1内
民鉄・阪神電気鉄道（株）
不通キロ (Km) 3. 1 2 6. 0 

民鉄・小計
不通キロ (Km) 1 9 4. 8 2 1 7. 7 

合計
不通キロ (Km) 4 7 6. 7 4 9 9. 6 

P. 2 3表内
通信設備
LCXケープル
被害状況 | ｛申長阪神電気鉄道 1 損傷阪神電気鉄道

P. 2 9表内
主な復旧状況・ 10行目 I無絶縁軌道回路式閉塞 無絶縁軌道回路式閉塞

ATSユニット取替 ATSユニットに取替

主な復旧状況・ 12行目 1無絶縁軌道回路式列選 無絶縁軌道回路式列選
シフトユニット取替 シフトユニットに取替
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